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1995年生まれのスティーブ・ジョブズ、1950 年生まれのスティーブ・ウォズニアックは、1977年、世界初の

パーソナルコンピュータ（PC）を製造、販売した。

1983 年、スティーブ・ジョブズは、Macintosh 128K（ディスプレイを一体化した PC）を発表した時、こう語った。

デザインとは、
どのように見えるか、感じるかではなく、
どのように役立つかである。
スティーブ・ジョブズ

ビッグブルー はコンピュータ産業、
情報化時代を完全支配するでしょうか？
ジョージ・オーウェルの「1984 」は
正しかったでしょうか？
Will Big Blue dominate the entire computer industory, the entire information age?
Was George Orwell right? “1984”

Design is not just what it looks like and feels like.
Design is how it works.

※1

※2 イギリスの作家ジョージ・オーウェル（1903～1950）が描いた未来社会小説

※2

※1 当時のIBMの愛称

t2(transfer technology unit) は、メタボリズムの具現化に挑みます。
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ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
軸

今
年
1
年
間
、「ecom

s

ブ
ラ
ン
ド
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
テ
ー
マ
に
、こ

れ
ま
で
の
販
促
活
動
や
そ
の
背
景
を
ご
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。
41
号「
告
知
」で
は
展

示
会
、42
号「
認
知
」で
は
I
T
C
・
W
e
b

サ
イ
ト
、
43
号「
醸
成
」で
は
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。今
回

は
最
終
回
と
し
て「
共
感
」と
題
し
て

ecom
s

誌
を
振
り
返
り
ま
す
。

2
0
0
2
年
10
月
の
エ
コ
ム
ス
事
業
ス

タ
ー
ト
後
、
翌
年
1
月
に
創
刊
し
た

ecom
s

誌
で
、私
た
ち
は「ecom

s

は
新

し
い
時
代
に
合
っ
た
ア
ル
ミ
製
シ
ス
テ

ム
家
具
や
ア
ル
ミ
建
築
の
普
及
を
目
指

し
、開
発
を
進
め
て
い
ま
す
」と
宣
言
し

ま
し
た
。

事
業
ス
タ
ー
ト
の
前
日
に
静
岡
新
聞
に

広
告
を
出
稿
し
た
ほ
か
、シ
ョ
ー
ル
ー
ム

で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
そ
れ
に
伴
う
新
聞

へ
の
チ
ラ
シ
折
り
込
み
、展
示
会
へ
の
出

展
、W
e
b
サ
イ
ト
の
公
開
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、こ

れ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
軸

は
、ecom

s

誌
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
軸
で
あ
る

ecom
s

誌

本
号
巻
末
の「ecom

s

の
挑
戦（
年

表
）」に
記
載
し
て
い
る
通
り
、ecom

s

誌

は
、当
初
、隔
月
刊（
年
6
冊
）に
て
ス
タ
ー

ト
し
、そ
の
後
、年
間
で
1
冊
の
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
14
年
か
ら
は
季
刊
4
冊
と
な

り
ま
し
た
。14
年
間
で
44
冊
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

37
号（
14
年
2
月
発
行
）の
巻
頭
文「
エ

コ
ム
ス
事
業
とecom

s
誌
の
変
遷
」で
も

取
り
上
げ
ま
し
た
が
、事
業
の
進
展
に
合

わ
せ
て
、ecom

s

誌
の
役
割
、そ
れ
に
伴

い
、内
容
を
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

2
0
0
2
〜
07
年

ア
ル
ミ
家
具
、建
築
の
啓
蒙
、普
及
と

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
の
告
知
、認
知
の
た

め
、開
発
、製
品
化
し
た
ア
ル
ミ
家
具
と
、

自
社
施
設
と
し
て
建
設
し
た
ア
ル
ミ
建

築
を
中
心
に
紹
介
。さ
ら
に
、ア
ル
ミ
に

関
る「
ひ
と
」や「
も
の
」に
も
焦
点
を
当

て
ま
し
た
。

2
0
0
8
〜
11
年
前
半

ecom
s

の
認
知
向
上
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
、待
合
室
、喫
煙
ブ
ー
ス
の
量

産
化
が
進
み
、「
納
品
実
例
」で
数
多
く
紹

介
し
ま
し
た
。一
方
、ア
ル
ミ
建
築
の
事
業

化
の
準
備
と
し
て
、ア
ル
ミ
ハ
ウ
ス
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
に
つ
い
て
連
載
。同
時

に
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
し
て
ア
ル
ミ
建
築
の
可
能
性
を
探

り
、ま
た
、ア
ル
ミ
に
限
ら
ず
建
築
に
ま
つ

わ
る
先
達
の
知
恵
も
学
び
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
後
半
〜
13
年

11
年
10
月
に
ア
ル
ミ
テ
ン
ト
ハ
ウ
ス
を

発
表
し
た
後
、
12
年
6
月
仙
台
に
て
t2

の

第
1
号
ユ
ニ
ッ
ト
を
、同
年
11
月
に
t2

・

12
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
込
ん
だ
静
岡
事
業
所

実
験
棟
を
発
表
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
、

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
の
次
世
代
の
核
と
な

る
製
品
で
す
。一
方
で
、ecom

s

誌
の
発

行
は
、11
年
後
半
の
34
号
、12
年
の
35
号
、

13
年
の
36
号
と
減
少
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

ア
ル
ミ
ハ
ウ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
t2

に
開
発
シ
フ
ト
を
移
行
し
た
こ
と
に
因
り

ま
す
。

そ
し
て
、昨
年
2
月
発
刊
・
37
号
の
巻
頭

文
に
て「
リ
ス
タ
ー
ト
と
な
るecom

s

の

ビ
ジ
ョ
ン
」を
宣
言
し
ま
し
た
。エ
コ
ム
ス

事
業
の
戦
略
を「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」、「
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
」、「
プ
ロ
ダ
ク
ト
化
」

に
転
換
し
、ecom

s

誌
も
ア
ル
ミ
に
関
連

す
る
最
新
技
術
を
紹
介
す
る
誌
面
に
刷

新
。さ
ら
に
、販
売
価
格
を
明
示
し
た
上
で

ecom
s

製
品
の
も
つ
技
術
基
盤
と
機
能

を
詳
説
し
て
い
ま
す
。

広
報
誌
で
あ
るecom

s

誌

ecom
s

誌
が
、エ
コ
ム
ス
事
業
の
広
報

誌
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。広
報
誌（
紙
）と
は
、企
業
が
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー（
企
業
活
動
に
直
接
、間
接
的
な

利
害
関
係
を
有
す
る
人
び
と
）に
向
け
て
、

自
社
に
関
わ
る
情
報
を
伝
達
す
る
媒
体
で

す
。そ
の
種
類
は
多
く
、従
業
員
向
け
で
あ

れ
ば
社
内
報
、投
資
家
や
株
主
向
け
に
は

I
R（Investor Relations

）報
告
書
、有

価
証
券
報
告
書
、さ
ら
に
関
連
行
政
、地
域

住
民
も
含
め
た
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
向
け
の
C
S
R（Corporate Social 

Responsibility

）報
告
書
な
ど
が
あ
り
ま

す
。各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
向
け
た
、さ

ま
ざ
ま
な
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
あ
り
、

理
想
的
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の「
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

や
、1
人
の
顧
客
に
対
し
て
取
り
引
き
開

始
か
ら
終
了
ま
で
の
累
積
利
益
額
を
指
標

化
す
る
L
T
V（Life Tim

e Value

）な
ど

が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

ecom
s

誌
は
、ecom

s

製
品
の
購
入

者
、購
入
検
討（
問
合
せ
）者
を
中
心
に
配

布
さ
れ
て
い
る
の
で
、会
員
誌
と
い
え
ま

す
。会
員
誌
の
狙
い
は
、製
品
、サ
ー
ビ
ス

の
売
上
向
上
と
企
業
イ
メ
ー
ジ（
信
頼
度
）

の
向
上
で
す
が
、ecom

s

誌
で
は
こ
れ
ら

二
兎
を
追
っ
て
い
ま
す
。会
員
誌
で
は
、資

生
堂『
花
椿
』が
歴
史
も
あ
り
著
名
で
す
。

同
社
で
は
こ
れ
を「
企
業
文
化
誌
」と
称
し

て
お
り
、商
品
や
事
業
を
生
み
出
す
企
業

の
理
念
、哲
学
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。現

在
で
は
広
報
誌
を
W
e
b
化
す
る
企
業
も

多
い
中
、ecom

s

誌
同
様
、紙
媒
体
で
の

発
行
を
続
け
る『
花
椿
』編
集
部
で
は
、資

生
堂
の
美
意
識
を
伝
え
る
た
め
に
、紙
、印

刷
が
ま
だ
優
位
性
を
も
つ
と
考
え
て
い
る

そ
う
で
す
。そ
こ
に
は
、「
発
色
、サ
イ
ズ
」

な
ど
の
視
覚
的
な
要
素
と
、「
手
触
り
、め

く
る
」と
い
っ
た
体
感
的
な
要
素
が
存
在

し
て
い
る
の
で
す（
た
だ
し『
花
椿
』も
来

年
よ
り
W
e
b
を
中
心
と
し
た
媒
体
へ
移

行
す
る
と
の
こ
と
で
す
）。

新
春
か
ら
の

エ
コ
ム
ス
事
業
部
とecom

s

誌

S
U
S
は
、新
春
に
創
業
25
期
を
迎
え
、

C
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
残
し
た
言
葉「
も
っ
と

も
強
い
種
が
生
き
残
る
訳
で
は
な
い
。も

っ
と
も
賢
い
種
が
生
き
残
る
訳
で
は
な

い
。唯
一
、変
化
に
適
応
で
き
る
種
が
生
き

残
る
」の
如
く
、変
革
し
ま
す
。エ
コ
ム
ス

事
業
で
も
、ア
ル
ミ
S
ウ
ォ
ー
ル
と
ア
ル

ミ
家
具
を
組
み
合
わ
せ
た
空
間
の
提
案

や
、ア
ル
ミ
建
築
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
化
の
実

現
を
目
指
し
て
11
年
末
よ
り
開
発
し
て
き

た
t2

の
供
給
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。そ

し
て
、前
号
で
述
べ
た
通
り
、新
た
な
る
販

売
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
、F
A
事
業
の
営
業

基
地iD

shop

に
、「
お
客
さ
ま
の
フ
ロ
ン
ト

（
窓
口
）」を
併
設
し
て
い
き
ま
す
。さ
ら

に
、来
年
4
月
に
は
、首
都
圏
初
、国
内
5

カ
所
目
と
な
る
生
産
拠
点
が
千
葉
県
木
更

津
市
で
稼
働
す
る
計
画
で
す
。そ
れ
は
、

「Standard U
nits Supply

」の
新
た
な
次

元
を
可
視
化
し
、お
客
さ
ま
に
と
っ
て
、

F
A
事
業
で
は「
ア
ル
ミ
技
術
の
道
具
箱
」

と
、エ
コ
ム
ス
事
業
で
は「
ア
ル
ミ
家
具
・

建
築
の
玉
手
箱
」と
な
り
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
事
業
展
開
を
背
景
に
、

ecom
s

誌
は
、会
員
誌
と
し
てecom

s

ブ

ラ
ン
ド
を
す
で
に
ご
存
知
の
お
客
さ
ま
向

け
と
、一
方
、W
e
b
サ
イ
ト
は
新
規
の
お

客
さ
ま
向
け
と
明
確
に
分
け
、ecom

s

ブ

ラ
ン
ド
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。し
か
し
、

ど
ち
ら
も
、企
業
の
理
念
、哲
学（
普
遍
・
変

え
る
べ
き
で
な
い
も
の
）を
軸
と
す
る
点

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。時
代
や
お
客
さ
ま
の

価
値
観
の
変
革
に
対
応
し
、表
現
、訴
求
テ

ー
マ
を
変
え
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、「ecom

s

誌
で
志
を
公
に
し
、

自
分
自
身
を
追
い
込
む
こ
と
で
事
業
を
前

進
さ
せ
た
い
」と
い
う
気
持
ち
の
下
、

ecom
s

誌
を
発
行
し
続
け
ま
す
。

ecom
s

ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・
共
感

Ｓ
Ｕ
Ｓ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長 

石
田
保
夫
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［特集2］

ecomsアルミパネル事業の展開27

30mm、60mm、100mm、3タイプのアルミ複合パネル

［特集1］デザイニング・NOW

SUS「t2住むためのプロダクト」
Competition’15受賞作品発表
テーマ：メタボライジング― t2住むためのプロダクトによる新しい住まいの形

07

SUS株式会社 代表取締役社長 石田保夫

03 ecomsブランドのコミュニケーション・共感

次号予告／アンケートのお願い／ショールームのご案内45

The history of challenge by ecoms47

21
［連　載］動く建築 15
Sharifa-ha House
設計：nextoffice

SUS 25th Anniversary Aluminium Bicycle33

新型ショーケース、初めてのリユース　
Baccarat ETERNAL LIGHT 2015-2016
SUS×アルミ×伝統木造技術＝ZF　
2015国際ロボット展で異彩を放ったZFと木組み

［連　載］アルミ・カレント

SUS株式会社のHA（ホームオートメーション）事業を象徴する、アルミ建築はじめ建材、部材、オーダーメイド家具の専門ブランドecoms（エコムス）。
アルミ製の建材をユニット化し製品化するとともに、アルミを用いたソリューションビジネスを展開しています。
情報誌『ecoms』は、広くアルミに関する知識・情報をお伝えするとともに、ecomsブランドのイベント情報や製品情報をお伝えするものです。
併せてWEBサイトでも、同じ情報をご覧いただけます。　http://ecoms.sus.co.jp 

ecoms 44 05

41 t2 増減動が可能なシステム その7

ecoms 4406

43

［連  載］テクノロジーの挑戦　03
建築鉄骨構造における耐火構造技術の変遷
新日鐵住金株式会社　窪田伸氏
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[設計競技]
SUS 「t2 住むためのプロダクト」Competition ’15

受賞作品発表

「メタボライジング―t2住むためのプロダクトによる新しい住まいの形」をテーマとして行われた

SUS「t2住むためのプロダクト」Competition’15は9月30日に締め切られ、皆さまより数多くの優れた

作品をお寄せいただきました。10月19日には審査員4名による厳正な審査が行われ、最優秀賞1点、

優秀賞1点、佳作5点の計7点が以下のように選出されました。今回は最優秀賞に100万円、優秀賞に

30万円、佳作に10万円（すべて各税込）が支払われます。

《最優秀賞》 部屋を持ち運びながら移り住む 植木貞彦

《優秀賞》 t2 meets Danchi 黒崎涼太／須藤大志／山川陸

《佳作》 t2 CELL CITY ― ever changing construction Chaveneau Ohashi Architecte & 池宮城 薫

 関係人口の拡大を図る 小海諄／大川薫平／佐久間大和

 駐車場に住む 布目和也

 中銀カプセルの更新 上田憲二郎

 t2 MULTI HABITATION LIFE 安田剛

[審査員] 和田智 ［カー&プロダクトデザイナー、SW design 代表取締役CEO］

 マーク・ダイサム ［建築家、クライン ダイサム アーキテクツ代表］

 金田充弘 ［構造エンジニア、東京藝術大学美術学部 准教授、Arup東京事務所］

 石田保夫 ［SUS株式会社 代表取締役社長］

（100万円）

（30万円）

（10万円）

（アルファベット順）
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[設計競技] SUS 「t2 住むためのプロダクト」Competition ’15 受賞作品

最
優
秀
賞

部屋を持ち運びながら移り住む
植木貞彦

t2の最大の特徴は「部屋を持ち運べること」であり、住宅が「不」

動産ではなくなった新しい住まいの風景が提案できると考えま

した。

この新しいユニットは部屋をまるで車や家具のように移動させ

ることを可能とし、それに伴い住宅を取り巻く社会システムを大

きく変化させます。部屋は容易に取り替え可能なものとなり、ま

た容易に取引可能なものとなります。役目を終えた部屋は、他

者に譲渡し、または中古品として市場で売買することが容易に

なり、結果として住宅の流通システムが大きく変化します。

受賞作品はコンペWebページ  http://ecoms.sus.co.jp/competition2015  にてご覧になれます

居住者はまるで車を選ぶように、好みの配色のt2を選択し、自由

にカスタマイズし、メンテナンスを加えながら住み続けます。

その過程でt2には居住者の個性が反映され、個々に多様な様

相を見せ始めます。永きに渡って市場で取引され続ける、ヴィ

ンテージ品も登場するかもしれません。

t2を収容するマンションは、まるで立体駐車場のようにスケルト

ンのみを提供し、その中身である部屋＝t2は常に入れ替わり続

けます。エイジングを重ねるスケルトンと、常に入れ替わり続け

るt2が組み合わされることで、新旧の要素が渾然一体となった

新しい住まいの風景が生まれます。

うえき・さだひこ
1986年 宮城県生まれ
2009年 東北大学工学部建築・社会環境工学科卒業
2011年 東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻修了
 （本江正茂研究室）
2011～ 日本設計
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優
秀
賞

私たちは、今回のテーマである【メタボライジング】を実現する

ためには、単に新しい住空間を創造するのではなく、既存の住

空間にさらなる魅力を加え、常に時代に合った形態へと更新さ

れていく継続性を持たせることが必要だと考えました。

そこで、国策によって整備された良好な住環境を持ちながら

も、現在では世代循環と設備更新の停滞による住人の高齢化、

インフラの老朽化といった課題を抱える【団地】と、ミニマルで

新しい居住モジュール【t2】を組み合わせ、もともとは均一であ

t2 meets Danchi
山川陸須藤大志黒崎涼太

受賞作品はコンペWebページ  http://ecoms.sus.co.jp/competition2015  にてご覧になれます

った住戸にさまざまなバリエーションをつくり出すことで、「スク

ラップ＆ビルド」に頼らず、幅広い世帯・世代に向けた「自由な

間取り」を提案します。

さらには、【t2】の「増やせる、減らせる、動かせる」という特徴を

活かすことで、今後も変化し続けるライフスタイルに、【団地】と

いう歴史ある住空間を適応させ続けることが可能となり、建築

の「過去・現在・未来」を連続的につなぎながら、 循環性を持ち

続ける 【メタボライズ】な住まいを実現できると考えています。

くろさき・りょうた
1986年 千葉県生まれ
2010年 東京藝術大学 美術学部建築科 卒業
2012年 東京藝術大学 美術研究科 建築専攻 卒業 
現在、インハウスデザイナーとして勤務

すどう・ひろし
1988年 東京都生まれ
2012年 多摩美術大学
 生産デザイン学科プロダクトデザイン専攻卒業
現在、インハウスデザイナーとして勤務

やまかわ・りく
1990年 神奈川県生まれ
2010年 グリ設計設立、主催
2013年 東京藝術大学 美術学部建築科 卒業
2013年 松島潤平建築設計事務所 在籍
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最優秀賞 「部屋を持ち運びながら移り住む」 植木貞彦 案

金田：部屋が古着のようにとらえられているところがおもしろい

と思います。部屋が取引によって価値が上がっていく可能性

があるものとして考えられています。これまでのスケルトンの

インフィルは、取引に応じて価値が下がっていく、あるいは寿

命が短く劣化していくものととらえられていました。しかし、こ

こでは特定のアーチストが使っていたからという理由でプレ

ミアが付いていくように、ユーズドマーケットの価値を考えて

いる点がおもしろいといえます。

和田：ここには、パッケージ化された居住空間をヴィンテージ化

する発想がありますね。ただし、これではt2ユニットがきれい

すぎます。使い込まれたイメージ、例えばイギリスの古本屋

の本棚のようなデザインをすれば、それぞれ別個の価値観

が並ぶという意図が明確に出たのではないでしょうか。t2は

ともすればシステマチックすぎて人間味がない印象を持た

れてしまいます。ヴィンテージ感には、そのイメージを払拭す

るような効果があると思います。

ダイサム：こういったスケルトンが全国で展開すれば、夏は海で、

冬はスキーで使うといったことができます。将来、日本中にた

くさんできることで、おもしろい展開を誘発する可能性があり

ます。この案のスケルトンはt2がないときでも、十分にきれい

な建築といえますが、t2があるときはもっと見応えがある造形

になります。つまりソリッドで重さをもった壁があることでt2

の軽さが強調されるのです。スレンダーな鉄骨のスケルトン

では出せない魅力がこの案にはあります。

優秀賞 「t2 meets Danchi」 黒崎涼太／須藤大志／山川陸 案

和田：今の日本の団地にはかなりの問題があります。かといっ

て壊すことはできません。そのような状況に対してt2を用いて

リノベーションをするという考えには現実味があります。今の

ニーズを客観視してとらえて提案している点がよいですね。

また、最新のEVのチャージシステムも提案されています。古

い団地とt2、そして新しいシステムの組み合わせは魅力的に

感じました。

ダイサム：団地はそのままで、そこにパラサイトするイメージが

おもしろいと思います。この手法であれば、t2を水回りのユニ

ットとしてのみ機能させることもできます。設備機器とその機

能は団地が持たずに、t2のみが負担するというような考え方

でも、おもしろい展開ができると思いました。しかし、ドロー

イングのままであると構造的に成り立つのか疑問です。

金田：2枚目のドローイングがちょっと残念ですが、t2で増築する

ことにより、団地内部の間仕切りを外してオープンにしようと

している点がよいと思いました。いわば増築と減築という対

比です。また、1枚目のドローイングについても、古い団地と

新しいt2というネガポジの表現を考えるならば、団地部分は

もっと汚く格好悪くてもよかったと思います。

審査講評1
【金田充弘】

「t2ならではの提案であるか」、「新しい価値観を生

み出せているか」、「今の時代にマッチしているか」

という3つの観点から審査をしました。最優秀賞と

優秀賞はともに「t2ならでは提案」ですが、特に前者

は「新しい価値観」を、後者は「今の時代」を意識し

た提案です。これまで古くなればそれだけ価値が

下がると考えられていた住居を、最優秀賞では古

着のように「住み続けることで価値が高まる」もの

と定義し直しました。もっと“使い込まれて格好良

い”というプレゼンテーションにすると、その点が際

立ったかと思います。優秀賞は、社会問題をすぐに

でも解決しうる実践的な作品だと感じました。

【マーク・ダイサム】
建築デザインではバランスやコントラストが重要

になります。重さと軽さ、カラーとモノクロ、古さと

新しさ。最優秀賞と優秀賞の2案は、ともにバラン

スやコントラストに秀でていました。コンクリート

や既存の集合住宅の存在が、t2の軽さやアルミの

質感を引き立たせることに成功しています。これは

t2の今後にとっても重要なテーマです。色彩も同様

です。アルミという素材がモノトーンな印象になり

がちであるのに対して、植木案ではt2が使われてき

た時間が生む価値をカラフルな色彩で表現するこ

とで、これまでのt2とは異なるイメージが生まれま

した。なお、佳作の「中銀カプセルの更新」※はぜひ

実現してほしいと思いました。

【和田智】
t2が建築とプロダクトの中間に位置することを意識

した提案が示されていると感じました。しかし、一

方で居住以外のファクターとt2を結びつけるアイデ

アが希薄であったことは残念です。

トランスポーテーションと結びつける提案もありま

したが、アイデアとしては弱いものでした。t2はすで

に形をもっているわけですから、それを前提とした

新しいライフスタイルの提案など、飛び抜けたアイ

デアの展開を見たかったと思います。また、アイデ

アとは別にプレゼンテーションのレベルをもっと上

げないといけません。アルミは冷たい印象になり

がちです。どのように人間味を加えるかを強く意識

することで、現代的なデザインになると思います。

総
評

※この案は、建築家の故・黒川紀章氏が設計した、メタボリズムの象徴でもある中銀カプセルタワービル（1972年竣工）をt2によってアップグ
レードするというものです。作者の上田憲二郎さんは、元黒川紀章建築・都市設計事務所の所員であり、中銀カプセルタワービルの設計チ
ーフとしてこの作品の実現に尽力されたとのことでした。
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佳 
作t2 CELL CITY

― ever changing construction
Chaveneau Ohashi Architecte & 池宮城 薫

Harold CHAVENEAU
1981年 フランス、ブルターニュ生まれ
2008年  パリ-ベルヴィル建築学校卒業
2007～08年 Jaques Ferrier Architecture
2009～11年 Badia-Berger Architectes
2012～14年 Fabrice Dusapin Architectes
2015年 Chaveneau Ohashi Architecte 
 共同設立

おおはし・ゆうこ
1981年 千葉県生まれ
2004年 日本女子大学卒業、仏政府給費
 留学生として渡仏
2008年 パリ-ベルヴィル建築学校卒業
2008～14年 Lacaton & Vassal Architectes
2015年 Chaveneau Ohashi Architecte 
 共同設立

Guillaume GROS
1989年 フランス、ローヌアルプ生まれ
2015年 グルノーブル建築学校卒業
2015年 Chaveneau Ohashi Architecte
 にてインターン

いけみやぎ・かおり
1981年 兵庫県生まれ
2004年 慶応義塾大学環境情報学部卒業
2006～07年 メンドリジオ建築アカデミー 
2007～08, 2011～12年 Lacaton & Vassal 
Architectesにてインターン
2012年 パリ-ラヴィレット建築学校卒業
2012年～現在　計画工房Us

Harold CHAVENEAU Guillaume GROS大橋 優子小海諄 大川薫平 佐久間大和 池宮城 薫

佳 

作
関係人口の拡大を図る

小海諄／大川薫平／佐久間大和

こうみ・じゅん
1992年 東京都生まれ
2012年 日本大学理工学部海洋建築工学科入学、在学中
 親水工学研究室所属

おおかわ・くんぺい
1992年 埼玉県生まれ
2014年 日本大学理工学部海洋建築工学科卒
同年 日本大学理工学部海洋建築工学科博士前期課程入学
 親水工学研究室所属

さくま・やまと
1992年 千葉県生まれ
2014年 日本大学理工学部海洋建築工学科卒
 日本大学理工学部海洋検知工学科博士前期課程入学
 親水工学研究室所属
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佳 

作
中銀カプセルの更新

上田憲二郎

受賞作品はコンペWebページ  http://ecoms.sus.co.jp/competition2015  にてご覧になれます

うえだ・けんじろう
1942年 熊本県生まれ
1966年 熊本大学工学部建築学科卒業
 一粒社ヴォーリズ建築事務所入社
1969年 黒川紀章建築・都市設計事務所入社
1979年 上田憲二郎建築事務所開設（東京）
1980年 熊本に移転、現在に至る

佳 
作

駐車場に住む
布目和也

ぬのめ・かずや
1961年 愛知県生まれ
1987年 金沢大学工学部土木工学科卒業
1989年 東北大学大学院修士課程修了（建築学専攻）
 アトリエONE on ONE設立
2000年 Studio Nに改称
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佳作 「駐車場に住む」 布目和也 案
和田：t2の使い方としてきわめてシンプルな発想で現実性があります。

サーファーやマリンスポーツの好きな人が週末に使うための施設と
して海岸沿いに建てれば、魅力的なものになるのではないでしょう
か。そういう意味でコンセプトはおもしろいのですが、プレゼンテー
ションが寂しいですね。

ダイサム：自動車の好きな人、レジャーの好きな人にとっては、大変わく
わくさせられる提案です。イギリス・ブライトンの海岸には、とてもカ
ラフルなビーチハットが建てられていますが、そういった楽しいポッ

プなイメージを表現してくれれば断然魅力的だったと思います。
和田：そこをアピールするならば「駐車場に住む」というタイトルも違う

ものになったのではないでしょうか。

金田：屋上に水着やサーフボードが干してあるようなイメージがあれ
ば、もっと楽しくなりますね。

和田：屋上はソーラーパネルでもよいですね。シンプルで明解なところ
が、イメージを増幅させてくれます。

佳作 「中銀カプセルの更新」 上田憲二郎 案
ダイサム：まさにこれこそがメタボリズムですね。

金田：t2が生まれたことで、中銀カプセルタワービルの問題、ひいてはメ
タボリズムの問題が解決できたという50年の時を経たストーリーが
ほしいと思いました。

和田：1つの建物を1人の人物が時を超えてつないでいることが、大変
おもしろいと思いました。これについてもプレゼンテーションに工夫
がほしかったですね。

佳作 「関係人口の拡大を図る」 小海諄／大川薫平／佐久間大和 案
金田：「関係人口」というキーワードがとてもよいと思いました。住む人

でもなく、働く人でもなく、遊びに来る人でもなく、関係を持つ人。
この関係のあり方が、t2のコンセプトに合致しているように思います。

ダイサム：ただしt2をどう使うかがよくわかりません。

佳作 「t2 CELL CITY ― ever changing construction」 Chaveneau Ohashi Architecte & 池宮城 薫 案
金田：最優秀案とこの「t2 CELL CITY」は大変似た考え方を持っています。

スケルトンがあって、そこにt2を挿入するという考え方です。大変わか
りやすい提案だと思いますが、それにプラスして何らかの訴求力が
あればよいと感じました。

和田：明解な構成で、オリンピックという題材も盛り込まれています。

その点では大変よくできているのですが、既存の最先端のデザイン
を超える何かが感じられません。

ダイサム：最優秀案が重さと軽さのバランス、あるいは対比をデザイン
としたのに対して、この案は軽さと軽さの組み合わせになっていて、
今日的な表現ではあると思いましたが、物足りなくもありました。

佳作 「t2 MULTI HABITATION LIFE」 安田剛 案
和田：これは現実的な提案ではありませんが、t2と鉄道の関係が何らか

の可能性を感じさせます。

金田：現実的である必要はありませんが、夢をかき立ててくれるような
ところをもう少し描いてほしかったと思います。列車でt2が運ばれて

きて、それが上に持ち上げられて、既存のt2とドッキングするなどの仕
組みがあってもよかったのではないでしょうか。

ダイサム：鉄道の騒音に対する、何らかの対応があってもよかったと思
います。

審査講評2

佳 
作

t2 MULTI HABITATION LIFE
安田剛

やすだ・たけし
1975年 高知県生まれ
1999年 九州大学工学部建築学科卒業
2001年 同大学大学院修士課程修了
2001年～2014年 日建ハウジングシステム
2014年～ シグマ建設
  シグマ一級建築士事務所
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は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
開
放
的
に
す

る
か
閉
鎖
的
に
す
る
か
を
時
と
場
合
に
よ

っ
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

築
建く
動

vol.15

Sharifi-ha House

Architects nextoffice
Designer Alireza Taghaboni
Design associates Rooholah Rasooli, 
 Farideh AghaMohammadi
Detailing Design Associates Bahoor Office 
 (Hamid mohammadi, Amir Taleshi) 
Senior Consultant in Detail Design Shahnaz Goharbakhsh
Supervision Shahnaz Goharbakhsh, 
 Alireza Taghaboni
Project Associates Mojtaba Moradi, 
 Negar Rahnamazadeh, 
 Asal Karami, Majid Jahangiri, 
 Masoud Saghi, 
 Hossein Naghavi, 
 Fatemeh Tabatabaeian,
 Iman Jalilvand
Construction Imen Sazeh Fadak Consulting Eng
Landscape Consultant Babak Sadri, Omid Abbass Fardi
Structural Design Sohrab Falahi 
Mechanical Consultant Hoofar Esmaeili 
Electrical Consultant Mohammad Torkamani 
Revolving Rooms System Bumat Company

nextoffice / Alireza Taghaboni
Sharifi-ha House
建物に組み込まれた3つのボックス状の居室が
季節に応じて回転
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な
ぜ
、
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る
住

宅
を
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

イ
ラ
ン
の
伝
統
的
な
住
宅
が
用
い
て

き
た
手
法
だ
か
ら
で
す
。
同
じ
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
で
も
、
温
暖
な
地
域
で
は

Taabestan-N
eshin

と
呼
ば
れ
る
開
放
的

な
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
が
発
達
し
、
寒
冷
地

で
はZem

estan-N
eshin

と
い
う
閉
じ
ら

れ
た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
が
発
達
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
1
つ
の
住
宅
の
中
で
季
節

に
応
じ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
転
換
で
き
る

よ
う
考
え
た
の
で
す
。
テ
ヘ
ラ
ン
は
静
岡

市
と
同
じ
北
緯
35
度
付
近
に
位
置
し
ま
す

が
、
標
高
が
1
1
8
9
ｍ
と
高
く
（
ち
な

み
に
静
岡
駅
は
15
ｍ
ほ
ど
）、
夏
と
冬
で

は
過
ご
し
や
す
さ
が
大
き
く

違
い
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
設

計
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た

の
で
す
。

ボ
ッ
ク
ス
が
回
転
す
る
仕

組
み
は
単
純
な
も
の
で
す
。

回
転
す
る
舞
台
装
置
や
自
動

車
の
展
示
施
設
の
技
術
を
応

用
し
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ン
で

は
鉄
鋼
や
造
船
の
技
術
が
発

達
し
て
お
り
、
国
内
で
装
置

を
製
作
す
る
こ
と
も
で
き
た

の
で
す
が
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

か
ら
の
要
望
で
ド
イ
ツ
製
の

装
置
を
使
用
し
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
ボ
ッ
ク
ス
の
荷
重

の
ほ
と
ん
ど
は
、
1
階
リ
ビ

ン
グ
ル
ー
ム
の
梁
が
負
担
し

て
い
ま
す
。
問
題
に
な
っ
た

の
は
、
回
転
さ
せ
る
際
に
手
摺
り
が
邪
魔

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
、
気
密
性
の
問

題
で
す
。
手
摺
り
に
つ
い
て
は
、
折
り
畳

み
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
気
密
性
に
関
し

て
は
、
箱
の
端
部
の
形
状
を
工
夫
す
る
こ

と
で
解
決
し
て
い
ま
す
。

4F

断面図

コンセプト図

3F

2F

1F

グランドフロア

撮影：Parham Taghioff, Mandana Mansouri, Salar Motahari, Majid Jahangiri

外向きな温暖な地域
の住宅

寒冷地の内向きな住宅

1～3階平面図：上は閉じた状態、下は開いた状態
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エコムスマーケティングチーム　〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町1-7 スクエア日本橋3F　TEL.03-5652-2393  FAX.03-5652-2394

1997年にアップルへ復帰したスティーブ・ジョブズはこう語った。

そして、翌1998年にはiMac G3を製造、販売した。

t2(transfer technology unit) は、「増やせる。減らせる。動かせる。」

デザインとは、
どのように見えるか、感じるかではなく、
どのように役立つかである。
スティーブ・ジョブズ

キャンペーンの主題は
「Think different」だ。
常識にとらわれず、未来を
切り開こうとする人びとを賞賛したい。

Design is not just what it looks like and feels like.
Design is how it works.

The theme of campaign is “Think different” .
 It’ s honoring the people who think different and move this world forward.



耐震シェルター（左）と既存木造家屋。

6畳間の短辺を想定した標準的なパネル割り

イメージCG・イメージスケッチデザイン：シュールデザイン 今井篤陸

既存木造家屋内に
耐震シェルターを建て込む。

既存木造家屋内につくられた耐震シェルター。

 800 800 

建屋FL

建屋FL+2300

SHELTER
天井上端

SHELTER FL

 800 30 

20
75
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一般木造住宅に耐震シェルターを
設置した例。

古民家内に耐震シェルターを設置し、
店舗として使用する例。

古い商店に耐震シェルターを利用した
ショールームを設ける例。
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30mm、60mm、100mm、3タイプのアルミ複合パネル

SUS／ecomsは、アルミ製ミニマル居住ユニットt2の開発を通して蓄積した技術を総動員して、
厚さ30mm、60mm、100mm、3タイプのアルミ複合パネルを開発しました。

これまで弊社はアルミ押出メーカーであることから、

主に線材としてのアルミを用いて事業を展開してきました。

これに面材が加わることで、より皆さまからのご要望に

的確に応えることができるようになったということができます。

今後は、このアルミ複合パネルを用いて事業を展開していきますが、

ここでは3種類のアルミ複合パネルを生かした事業を紹介いたします。

今
後
、
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
、
大
規
模
な
地
震
に
見
舞
わ

れ
た
場
合
、
1
9
8
1
年
の
建
築
基
準
法

改
正
前
に
建
て
ら
れ
た
建
物
は
大
き
な
被

害
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
建
物
に
は
耐
震
補
強

を
施
し
、
耐
震
性
を
上
げ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
行
の
基
準
に
沿
っ
た
耐
震

補
強
を
行
う
と
な
る
と
相
当
に
大
が
か
り

な
補
強
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
際
は
コ
ス

ト
も
多
大
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

に
は
そ
の
費
用
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
ま
ま
の
建
物
に
住
ま
わ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
も

そ
も
既
存
の
躯
体
の
強
度
が
不
足
し
て
い

て
、
耐
震
補
強
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

の
が
実
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
際
に
真
価
を
発
揮
す
る
の

が
、ecom

s

非
固
定
型
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

（
以
下
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
）
で
す
。
こ
れ

は
、
建
物
全
体
を
耐
震
補
強
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
存
家
屋
の
居
室
内
部

に
、
人
命
救
助
を
目
的
と
し
た
ア
ル
ミ
パ

ネ
ル
を
構
成
要
素
と
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー

（
箱
）
を
つ
く
る
も
の
で
す
。
仮
に
地
震

で
家
屋
が
倒
壊
し
て
も
、
シ
ェ
ル
タ
ー
は

そ
の
ま
ま
の
形
状
を
保
ち
、
中
に
い
る
人

を
守
り
ま
す
。
そ
の
家
に
住
み
続
け
な
が

ら
施
工
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
、
か
つ

費
用
も
比
較
的
安
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
実
的
な
地
震
対
策
と
し
て
大
変
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
各
種
実
験
デ
ー
タ
を
用
い

て
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
性
能
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
初
め
て
の
施
工
と
な
っ

た
東
大
阪
市
の
案
件
を
紹
介
し
な
が
ら
、

施
工
手
順
や
そ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
お

伝
え
し
ま
す
。

ecom
s

非
固
定
型
耐
震
シ
ェル
タ
ー

30mm

パネル
厚さ

ecoms
のアルミパネル事業 展開

耐震シェルター A l u m i n i u m  P a n e l



123

654

789

121110

※SF材：SUSの標準的な角型のアルミ構造材。
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以上のことから、耐震シェルターは大地震の際も倒壊することなく、
中にいる人の人命を守ることができます。

組み立て手順

施工前。搬入。

床パネルと床パネルはフラットバーで、周囲は
SF材※で固定する。

壁を固定するためのアングルを床の周囲に取り
付ける。

梁材を屋根パネルに取り付ける。 アングルブラケットにより梁材を固定する。 完成。

床パネルの組立。

コーナー部はアングルで、それ以外はフラット
バーで固定する。

屋根パネルを設置するためのアングルを壁上
部に取り付ける。

屋根パネルを設置する。

壁パネルおよび開口部用の壁フレームを取り
付ける。

1 耐震シェルター
単体での揺れ

4t載荷した状態で阪神・淡路大震災と同
程度の地震波を与えても、耐震シェルター
の揺れは弾性範囲内であり、実験後も十分
な耐力を保有していることがわかりました。

3 地震波の入力方向を変える

上記1・2の試験は、地震波の入力方向を1軸（X方向）としたもの
ですが、これを2軸（XY方向）にすると、木造家屋の柱と土台部分
の接合部が破損し、木造家屋がシェルターに倒れかかってきました。
しかし、耐震シェルターに大きな損傷はなく、鉛直加重を負担する
ことに支障は生じませんでした。このことから、耐震シェルターは
木造家屋の倒壊を防ぐことができると考えられます。

2 木造家屋単体  と、
木造家屋＋耐震シェルターの比較

木造家屋単体に比べ、木造家屋と耐震シェルターを組み合わせた
場合の方が、同じように振動を与えても変形が小さいかほぼ同等で
あることがわかりました。特に入力加速度を大きくすると、木造家
屋単体では片側に大きく変形するのに対して、耐震シェルターを入
れると、両側に同程度揺れるようになります。なお耐力についても、
木造家屋単体に比べ、耐震シェルターを入れた場合は3倍ほどになり
ますので、シェルターがあることで家屋の倒壊防止が期待できます。

実験とその結果

耐震シェルター A l u m i n i u m  P a n e l

※

※新耐震基準が導入される以前の木造家屋を対象としています。

サイズバリエーション

オプション

ローコスト

設置する居室の大きさに合わせて選べる豊富なバリエーションを展開します。

ベッドやデスクなどシェルターにあわせたアルミ家具のほか、災害向け備品を用意します。

材料、施工費込みで100万円以下（6畳タイプ）。しかもさらなる短工期を目指します。

1

2

3

今後

実験の目的は、耐震シェルターの固有振動数を把握するとともに、載荷する質量を変えながらさまざまな種類の振動を加え、
耐震シェルターの変形および耐力を調べることです。今回は耐震シェルター単体、木造家屋単体、木造家屋＋耐震シェルター
の3つに対して、実験を行いました。この結果は以下のとおりです。



　　エコムスホール外壁。　　エコム
スホール内壁。　　ラチスパネル。
　　ラチスパネルを用いたココス
ガーデンの外壁。

1 2
3

4

　　SUS福島工場社員寮外壁。　　SUS福島工場社員寮内壁。　　静岡Ｍ邸外壁。　　静岡Ｍ邸内壁。　　ベビー休憩室（SUS福島工場で製作されたモックアップ）。
　　ベビー休憩室。入口より内部を見る（SUS福島工場で製作されたモックアップ）。
5 6 7 8 9

1

3

2

4

t2パネル。
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ア
ル
ミ
建
築
に
お
い
て
、
柱
、
梁
は
も

と
よ
り
、
外
壁
は
ア
ル
ミ
材
と
し
た
い
部

位
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
い
耐

食
性
を
持
つ
ア
ル
ミ
は
、
ア
ル
ミ
建
築
の

み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
の
外
壁
材

と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
の
ア
ル
ミ
建
築
構
造
に

関
す
る
告
示
第
4
1
0
号
に
基
づ
く
初

の
一
般
認
定
で
あ
る
エ
コ
ム
ス
ホ
ー
ル

（
2
0
0
3
年
）
も
、
外
壁
の
仕
上
げ
に
は

「
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
t
＝
2
㎜ 

幅
2
5
0
㎜ 

見
込
70
㎜
」
を
用
い
て
い
ま
す
。
ラ
チ
ス

パ
ネ
ル
の
積
層
構
法
を
用
い
た
エ
コ
ム
ス

ハ
ウ
ス
（
2
0
0
4
年
）、
エ
コ
ム
ス
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
（
2
0
0
4
年
）、
福
島
エ
コ

ム
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
（
2
0
0
5
年
）
も
外

壁
は
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
で
す
し
、
2
0
0
5

年
に
発
表
し
たtsubom

i

を
構
成
す
る

tsubom
i

パ
ネ
ル
も
、
構
造
を
担
う
の
は

ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
で
す
が
、
面
材
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
な

い
し
強
化
ガ
ラ
ス
（
t
＝
8
㎜
）
で
す
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
系
構
法
を
用
い
た
S
U
S

福
島
工
場
社
員
寮
（
2
0
0
5
年
）
や
静

岡
M
邸
（
2
0
0
5
年
）
の
外
壁
も
押
出

成
型
ア
ル
ミ
製
構
造
壁
パ
ネ
ル
で
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
の
ア
ル
ミ
建
築
に

も
、
パ
ネ
ル
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
ア
ル

ミ
の
壁
や
外
装
材
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

こ
れ
を
構
法
別
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
軸
組
系
構
法
に

お
い
て
は
、
外
装
材
、
あ
る
い
は
、
内
装

材
に
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
を
用
い
て
い
ま
す
。

次
に
、
積
層
系
構
法
に
お
い
て
は
、
ア
ル

ミ
製
の
ラ
チ
ス
パ
ネ
ル
やtsubom

i

パ
ネ

ル
を
構
造
体
と
し
て
壁
構
造
と
し
、
こ
れ

に
1
対
1
で
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
を
内
外
装
材

と
し
て
取
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
構

法
で
は
、
構
造
材
を
組
み
立
て
て
か
ら
、

そ
れ
に
内
外
装
材
を
取
り
付
け
ま
す
の
で

手
間
が
か
か
り
、
そ
の
た
め
に
工
期
も
長

く
な
り
ま
し
た
。
S
U
S
福
島
工
場
社
員

寮
、
静
岡
M
邸
で
は
そ
の
反
省
か
ら
、

あ
ら
か
じ
め
内
外
装
を
施
し
た
押
出
成

型
ア
ル
ミ
製
構
造
壁
パ
ネ
ル
を
用
い
て

工
事
の
手
間
を
省
き
、
工
期
短
縮
を
図

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
外
装
材
、
あ
る
い

は
内
装
材
を
ア
ル
ミ
製
と
す
る
限
り
ヒ
ー

ト
ブ
リ
ッ
ジ
（
熱
橋
）
の
問
題
を
考
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
ミ
は
熱
伝

導
率
が
高
い
た
め
、
断
熱
し
な
い
と
室

内
の
温
度
が
外
気
温
の
影
響
を
ま
と
も

に
受
け
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
特
に
押

出
成
型
ア
ル
ミ
製
構
造
壁
パ
ネ
ル
の
場

合
は
、
構
造
壁
パ
ネ
ル
自
体
が
断
熱
性

能
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
S
U
S
が
手
掛
け
た
ア
ル
ミ
建

築
の
す
べ
て
で
そ
れ
が
実
現
で
き
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
S
U
S
福
島
工
場
社

員
寮
で
は
内
装
材
の
一
部
に
断
熱
材
と
し

て
ネ
ダ
フ
ォ
ー
ム
を
、
仕
上
げ
材
と
し
て

シ
ナ
合
板
（
t
＝
2
㎜
+
2
㎜
の
上
塗
装
）

を
用
い
て
い
ま
す
し
、
静
岡
M
邸
で
は
断

熱
塗
料
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
8
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
ア
ル
ミ

ハ
ウ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
断
熱
性

能
を
持
つ
ア
ル
ミ
内
外
装
パ
ネ
ル
の
開
発

が
1
つ
の
目
標
で
し
た
。
当
初
、「
ア
ル

ミ
柱
、
梁
の
軸
組
に
ア
ル
ミ
内
外
装
一
体

パ
ネ
ル
」
を
基
本
方
針
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
住
生
活
基

本
法
の
住
宅
性
能
表
示
評
価
、
制
度
に
対

応
し
た
断
熱
性
能
を
ア
ル
ミ
内
外
装
一
体

パ
ネ
ル
に
も
た
せ
る
と
、
そ
の
壁
厚
は

1
0
0
㎜
な
い
し
1
2
0
㎜
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
1
0
0
㎜
、

1
2
0
㎜
の
壁
厚
は
、
木
造
軸
組
の
真
壁

の
厚
み
で
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
壁
厚
で
す
。
住
宅
で
あ
れ
ば
十
分
に
構

造
材
を
内
包
し
、
耐
力
壁
と
し
て
機
能
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ア
ル
ミ
柱
、
梁
の
軸
組
を
構
造
と
す
る
と

い
う
基
本
方
針
を
転
換
し
、
ア
ル
ミ
内
外

装
一
体
パ
ネ
ル
を
構
造
壁
に
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
内
外
装
一
体
パ

ネ
ル
を
構
造
体
と
す
れ
ば
、
小
規
模
ユ
ニ

ッ
ト
の
構
築
が
可
能
で
あ
る
と
の
発
想
に

至
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
t2 transfer 

technology unit

で
す
。

構
造
体
と
な
る
内
外
装
一
体
パ
ネ
ル
の

開
発
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
問
題
と
な
っ

た
の
が
耐
火
要
件
で
す
。
ア
ル
ミ
構
造

の
建
築
物
が
も
っ
と
も
制
約
を
受
け
る

耐
火
要
件
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
増
や
せ

る
。
減
ら
せ
る
。
動
か
せ
る
。」、
そ
し
て

Location

（
立
地
）Free

、B
uilding 

Tim
e 

（
短
工
期
） Free
、M

aintenance

（
整
備
）Free

の
ト
リ
プ
ル
F
と
い
う
t2

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

1
時
間
耐
火
に
挑
戦
、
開
発
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
数
種
類
の
厚
さ
の
ア
ル
ミ
パ

ネ
ル
を
開
発
す
る
計
画
は
、
t2

の
開
発

当
初
よ
り
視
野
に
あ
っ
た
の
で
す
。
最
終

的
に
は
30
㎜
と
60
㎜
、
そ
し
て
t2

用
の

1
0
0
㎜
の
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
が
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
後
者
は
、
こ
の
秋
か

ら
東
北
新
幹
線
・
上
越
新
幹
線
の
駅
コ
ン

コ
ー
ス
に
独
立
・
単
体
で
設
置
さ
れ
た
ベ

ビ
ー
休
憩
室
の
構
造
壁
パ
ネ
ル
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
気
温
の
影
響
を
受

け
る
た
め
断
熱
性
能
を
有
し
、
ア
ル
ミ
パ

ネ
ル
に
天
然
木
の
突
板
（
ツ
キ
板
）
を
貼

る
こ
と
で
、
暖
か
く
柔
ら
か
い
イ
メ
ー

ジ
、
肌
触
り
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

1
0
0
㎜
、60
㎜
、
30
㎜
、
S
U
S
の
ア

ル
ミ
パ
ネ
ル
は
、
仕
上
げ
も
含
め
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
多
様
な
用
途
に
拡
が
り
ま
す
。

厚
さ
30㎜
、60㎜
、100㎜
の
ア
ル
ミ
複
合
パ
ネ
ル
開
発

厚さ30㎜、60㎜、100㎜のアルミ複合パネル A l u m i n i u m  P a n e l
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Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
石
田
社
長
か
ら
「
２
０
１
２

年
、
会
社
が
創
立
20
周
年
を
迎
え
る
に
当

た
っ
て
、
記
念
に
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
が
、

自
転
車
の
開
発
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
で

す
。
ア
ル
ミ
押
出
を
事
業
と
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
押
出
材
を
使
っ
て
自
転
車
を

つ
く
る
こ
と
で
Ｓ
Ｕ
Ｓ
な
ら
で
は
の
提
案

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
お

答
え
し
、
そ
の
際
に
、
車
の
ト
ラ
ン
ク
に

も
入
る
よ
う
な
折
り
畳
む
こ
と
が
で
き
る

自
転
車
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
意
気
投
合
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ア
ル
ミ
押
出
の
技
術
を
生
か

し
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
折
り
畳
み
自
転
車

と
い
う
の
が
原
点
で
す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
元
に
、
私
た
ち
は
、
折
り
畳
み
だ
け

れ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
性
を
重
視
し
た
20
イ
ン

チ
と
、
折
り
畳
み
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を

ecoms 44ecoms 44

重
視
し
た
14
イ
ン
チ
と
い
う
２
つ
の
自
転

車
を
提
案
し
、
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
も
ら

お
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
結
局
、
２
つ

と
も
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｕ
Ｓ
は
ア
ル
ミ
押
出
メ
ー
カ
ー
で
す

か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ル
ミ
押
出
材

を
使
え
る
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
利
点

で
す
。
そ
の
意
味
で
世
界
の
ど
の
メ
ー

カ
ー
も
つ
く
れ
な
い
ア
ル
ミ
自
転
車
が

で
き
る
は
ず
だ
と
考
え
ま
し
た
。
た
だ

そ
の
分
、
難
し
さ
が
あ
っ
た
こ
と
も
事

実
で
す
。
パ
イ
プ
の
断
面
形
状
に
し
て

も
、
自
由
度
が
高
い
だ
け
に
、
設
計
を

吟
味
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
後
輪

を
支
え
て
い
る
パ
イ
プ
で
す
。
一
般
的

に
は
、
サ
ド
ル
か
ら
後
輪
の
軸
部
分
に

向
か
っ
て
斜
材
が
入
る
場
合
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
建
築
で
い
う
筋
交
い
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
こ
の
筋
交
い
に
よ
っ

て
、
強
度
、
剛
性
、
軽
量
化
の
3
つ
を

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
い
る
の
が
、
普
通
の

自
転
車
で
す
。
今
回
は
特
殊
な
折
り
畳

み
機
構
を
持
つ
と
い
う
制
約
を
逆
手
に

と
っ
て
、
強
度
は
保
ち
つ
つ
も
上
下
方

向
の
剛
性
を
意
識
的
に
落
と
し
て
い
ま

す
。
見
た
目
に
は
わ
か
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
パ
イ
プ
を
か
な
り
肉
厚
に
し

て
い
る
の
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
規
格

に
合
格
す
る
よ
う
振
動
試
験
も
行
い
、

普
通
の
自
転
車
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
強
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
方
、
サ
ド
ル
か
ら
の
筋
交

い
が
な
い
分
、
上
下
に
変
形
す
る
量
が

大
き
い
た
め
、
パ
イ
プ
が
ば
ね
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

機
能
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
肉
厚
で

あ
る
た
め
横
方
向
の
剛
性
が
め
っ
ぽ
う

強
く
、
走
行
の
安
定
性
が
格
段
に
高
い

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
既
存
の
パ
イ

プ
を
つ
か
わ
ず
に
肉
厚
を
自
由
に
調
整

で
き
た
の
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
押
出
材

を
使
え
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

も
こ
の
部
分
が
も
っ
と
も
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ら
し

い
と
こ
ろ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
ア
ル
ミ
の
自
転
車
と
は

い
え
、
さ
ほ
ど
軽
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

軽
く
は
な
い
け
れ
ど
、
軽
い
乗
り
心
地

の
自
転
車
が
完
成
し
た
の
で
す
。

SUSは、会社創設25周年を記念してオリジナルアルミ自転車を販売します。
この自転車、実は創設20周年に記念品として開発した自転車を改良したものです。
記念品とはいえ、専門家からも大変高い評価をいただいたことから、
一般にも販売することになりました。
ここでは、SUSと共同で開発に当たったレーシングカーデザイナーの
由良拓也氏と、由良氏が率いるムーンクラフトの担当者である宮森茂喜氏に、
この自転車の特徴を語っていただきました。

アルミ押出技術の粋を集めた自転車が

由良拓也氏率いるMooncraftとの

コラボレーションで実現

原
点
は
、

ア
ル
ミ
押
出
材
と

折
り
畳
み
機
構

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ア
ル
ミ
押
出
材
が

可
能
に
し
た

安
定
し
た
乗
り
心
地

ア
ル
ミ
押
出
材
を
視
覚
的
に
強
調
す
る

ア
ル
ミ
押
出
材
を
用
い
た
部
分
は
こ
の
ま
ま
で
、

自
分
の
好
み
に
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ

20
周
年
記
念
と
し
て
は
、
14
イ
ン
チ
、
20

イ
ン
チ
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
折
り
畳
み
機

能
の
あ
る
タ
イ
プ
と
な
い
タ
イ
プ
と
い
う

計
４
種
類
の
自
転
車
を
つ
く
り
ま
し
た

が
、
25
周
年
記
念
と
し
て
改
良
し
た
の

は
、
折
り
畳
み
機
能
の
付
い
た
20
イ
ン
チ

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
改
良
の
目
玉
は
、

ク
ラ
ン
ク
ま
わ
り
の
押
出
材
が
よ
り
よ
く

見
え
る
よ
う
に
し
た
点
で
す
。
20
周
年
記

念
で
製
作
し
た
自
転
車
の
チ
ェ
ー
ン
リ
ン

グ
は
面
の
部
分
が
広
く
、
中
の
押
出
材
が

見
え
に
く
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
レ
ン

ダ
ー
な
シ
ー
ス
ル
ー
の
も
の
に
変
更
し
た

こ
と
で
、
使
用
し
て
い
る
押
出
材
が
立
体

的
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
押
出

を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
に
聞
き
ま
す
と
、

こ
れ
ま
で
で
も
一
二
を
争
う
難
し
い
押
出

だ
っ
た
と
の
こ
と
。
し
か
も
、
加
工
精
度

が
前
回
よ
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
部
品
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
よ
く
見
え

る
よ
う
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
な
お
こ
の
部
分
、
ク
ラ
ン
ク
・

チ
ェ
ー
ン
リ
ン
グ
は
前
回
の
銀
色
の
塗
装

品
か
ら
バ
フ
研
磨
仕
上
げ
の
も
の
に
変
更

し
て
質
感
を
ほ
か
の
部
分
と
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
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価
格
的
に
見
る
と
、
こ
の
自
転
車
は
ク
ラ

ン
ク
の
部
分
が
と
て
も
高
価
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
コ
ス
ト
を

下
げ
て
い
ま
す
。
車
輪
、
サ
ド
ル
、
ス
テ

ア
リ
ン
グ
、
ブ
レ
ー
キ
、
チ
ェ
ー
ン
な
ど

は
、
汎
用
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
、
こ
の
自
転

車
の
形
に
合
う
も
の
を
選
び
ま
し
た
。
自

転
車
の
楽
し
み
方
と
し
て
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
自
転
車
の
場
合

は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
ま
ま
乗
っ
て
い
た
だ

い
て
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
比
較
的
安
価

な
パ
ー
ツ
を
自
分
好
み
に
変
更
す
る
楽
し

み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
社
の
創
立
記
念
で
製
作
し
た
も
の
で
す

か
ら
、
日
常
的
に
使
う
と
い
う
よ
り
は
趣

味
性
の
強
い
自
転
車
で
す
。
と
き
ど
き
組

み
立
て
直
し
て
楽
し
む
の
は
、
趣
旨
に

あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
好
み
で
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
違
っ

た
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
積
極
的
に
化

け
さ
せ
る
の
が
、
こ
の
自
転
車
の
楽
し
み

方
だ
と
思
い
ま
す
。

由
良
拓
也
氏
・
宮
森
茂
喜
氏
談

折りたたみ時 左側面

宮森氏チューンアップの愛車
（20周年モデルをベース）

右側面

ムーンクラフトは、いわずと知れたレーシング
カーデザイナー・由良拓也氏が 1975 年に設立し
たデザイン事務所で、レーシングカーを中心に
船舶、文房具、家具などを手掛けています。20 代
半ばで世に出した紫電が、その洗練されたデザ
インと性能によりレース界に衝撃を与えたこと
はつとに有名です。昨年は、その紫電以来、久し
ぶりにゼロからレーシングカーを製作。今年は
このマシンをより育てることに注力したといい
ます。日本のモータースポーツを牽引する由良
氏の活躍に今後も目が離せません。

●ムーンクラフト株式会社
〒412-0048　静岡県御殿場市板妻 11 番地の 5

●ムーンクラフトカーズ株式会社
〒410-1308　静岡県駿東郡小山町大御神 213 番地の 3

http://www.mooncraft.jp/

お問い合わせ：エコムスマーケティングチーム
〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町
1-7 スクエア日本橋 3F
tel.03-5652-2393  fax.03-5652-2394

由良拓也氏

宮森茂喜氏

全長 × 全幅 ：1,546mm×570mm

重量 ：11kg

アルミフレーム素材 ：アルミニウム合金 A7N01

ギア ：16 段変速
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Ｓ
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０
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２
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迎
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結
局
、
２
つ

と
も
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｕ
Ｓ
は
ア
ル
ミ
押
出
メ
ー
カ
ー
で
す

か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ル
ミ
押
出
材

を
使
え
る
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
利
点

で
す
。
そ
の
意
味
で
世
界
の
ど
の
メ
ー

カ
ー
も
つ
く
れ
な
い
ア
ル
ミ
自
転
車
が

で
き
る
は
ず
だ
と
考
え
ま
し
た
。
た
だ

そ
の
分
、
難
し
さ
が
あ
っ
た
こ
と
も
事

実
で
す
。
パ
イ
プ
の
断
面
形
状
に
し
て

も
、
自
由
度
が
高
い
だ
け
に
、
設
計
を

吟
味
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
後
輪

を
支
え
て
い
る
パ
イ
プ
で
す
。
一
般
的

に
は
、
サ
ド
ル
か
ら
後
輪
の
軸
部
分
に

向
か
っ
て
斜
材
が
入
る
場
合
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
建
築
で
い
う
筋
交
い
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
こ
の
筋
交
い
に
よ
っ

て
、
強
度
、
剛
性
、
軽
量
化
の
3
つ
を

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
い
る
の
が
、
普
通
の

自
転
車
で
す
。
今
回
は
特
殊
な
折
り
畳

み
機
構
を
持
つ
と
い
う
制
約
を
逆
手
に

と
っ
て
、
強
度
は
保
ち
つ
つ
も
上
下
方

向
の
剛
性
を
意
識
的
に
落
と
し
て
い
ま

す
。
見
た
目
に
は
わ
か
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
パ
イ
プ
を
か
な
り
肉
厚
に
し

て
い
る
の
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
規
格

に
合
格
す
る
よ
う
振
動
試
験
も
行
い
、

普
通
の
自
転
車
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
強
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
方
、
サ
ド
ル
か
ら
の
筋
交

い
が
な
い
分
、
上
下
に
変
形
す
る
量
が

大
き
い
た
め
、
パ
イ
プ
が
ば
ね
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

機
能
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
肉
厚
で

あ
る
た
め
横
方
向
の
剛
性
が
め
っ
ぽ
う

強
く
、
走
行
の
安
定
性
が
格
段
に
高
い

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
既
存
の
パ
イ

プ
を
つ
か
わ
ず
に
肉
厚
を
自
由
に
調
整

で
き
た
の
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
押
出
材

を
使
え
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

も
こ
の
部
分
が
も
っ
と
も
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ら
し

い
と
こ
ろ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
ア
ル
ミ
の
自
転
車
と
は

い
え
、
さ
ほ
ど
軽
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

軽
く
は
な
い
け
れ
ど
、
軽
い
乗
り
心
地

の
自
転
車
が
完
成
し
た
の
で
す
。

SUSは、会社創設25周年を記念してオリジナルアルミ自転車を販売します。
この自転車、実は創設20周年に記念品として開発した自転車を改良したものです。
記念品とはいえ、専門家からも大変高い評価をいただいたことから、
一般にも販売することになりました。
ここでは、SUSと共同で開発に当たったレーシングカーデザイナーの
由良拓也氏と、由良氏が率いるムーンクラフトの担当者である宮森茂喜氏に、
この自転車の特徴を語っていただきました。

アルミ押出技術の粋を集めた自転車が

由良拓也氏率いるMooncraftとの

コラボレーションで実現

原
点
は
、

ア
ル
ミ
押
出
材
と

折
り
畳
み
機
構

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ア
ル
ミ
押
出
材
が

可
能
に
し
た

安
定
し
た
乗
り
心
地

ア
ル
ミ
押
出
材
を
視
覚
的
に
強
調
す
る

ア
ル
ミ
押
出
材
を
用
い
た
部
分
は
こ
の
ま
ま
で
、

自
分
の
好
み
に
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ

20
周
年
記
念
と
し
て
は
、
14
イ
ン
チ
、
20

イ
ン
チ
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
折
り
畳
み
機

能
の
あ
る
タ
イ
プ
と
な
い
タ
イ
プ
と
い
う

計
４
種
類
の
自
転
車
を
つ
く
り
ま
し
た

が
、
25
周
年
記
念
と
し
て
改
良
し
た
の

は
、
折
り
畳
み
機
能
の
付
い
た
20
イ
ン
チ

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。
改
良
の
目
玉
は
、

ク
ラ
ン
ク
ま
わ
り
の
押
出
材
が
よ
り
よ
く

見
え
る
よ
う
に
し
た
点
で
す
。
20
周
年
記

念
で
製
作
し
た
自
転
車
の
チ
ェ
ー
ン
リ
ン

グ
は
面
の
部
分
が
広
く
、
中
の
押
出
材
が

見
え
に
く
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
レ
ン

ダ
ー
な
シ
ー
ス
ル
ー
の
も
の
に
変
更
し
た

こ
と
で
、
使
用
し
て
い
る
押
出
材
が
立
体

的
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
押
出

を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
に
聞
き
ま
す
と
、

こ
れ
ま
で
で
も
一
二
を
争
う
難
し
い
押
出

だ
っ
た
と
の
こ
と
。
し
か
も
、
加
工
精
度

が
前
回
よ
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
部
品
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
よ
く
見
え

る
よ
う
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
な
お
こ
の
部
分
、
ク
ラ
ン
ク
・

チ
ェ
ー
ン
リ
ン
グ
は
前
回
の
銀
色
の
塗
装

品
か
ら
バ
フ
研
磨
仕
上
げ
の
も
の
に
変
更

し
て
質
感
を
ほ
か
の
部
分
と
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
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価
格
的
に
見
る
と
、
こ
の
自
転
車
は
ク
ラ

ン
ク
の
部
分
が
と
て
も
高
価
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
コ
ス
ト
を

下
げ
て
い
ま
す
。
車
輪
、
サ
ド
ル
、
ス
テ

ア
リ
ン
グ
、
ブ
レ
ー
キ
、
チ
ェ
ー
ン
な
ど

は
、
汎
用
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
、
こ
の
自
転

車
の
形
に
合
う
も
の
を
選
び
ま
し
た
。
自

転
車
の
楽
し
み
方
と
し
て
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
自
転
車
の
場
合

は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
ま
ま
乗
っ
て
い
た
だ

い
て
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
比
較
的
安
価

な
パ
ー
ツ
を
自
分
好
み
に
変
更
す
る
楽
し

み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
社
の
創
立
記
念
で
製
作
し
た
も
の
で
す

か
ら
、
日
常
的
に
使
う
と
い
う
よ
り
は
趣

味
性
の
強
い
自
転
車
で
す
。
と
き
ど
き
組

み
立
て
直
し
て
楽
し
む
の
は
、
趣
旨
に

あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
好
み
で
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
違
っ

た
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
積
極
的
に
化

け
さ
せ
る
の
が
、
こ
の
自
転
車
の
楽
し
み

方
だ
と
思
い
ま
す
。

由
良
拓
也
氏
・
宮
森
茂
喜
氏
談

折りたたみ時 左側面

宮森氏チューンアップの愛車
（20周年モデルをベース）

右側面

ムーンクラフトは、いわずと知れたレーシング
カーデザイナー・由良拓也氏が 1975 年に設立し
たデザイン事務所で、レーシングカーを中心に
船舶、文房具、家具などを手掛けています。20 代
半ばで世に出した紫電が、その洗練されたデザ
インと性能によりレース界に衝撃を与えたこと
はつとに有名です。昨年は、その紫電以来、久し
ぶりにゼロからレーシングカーを製作。今年は
このマシンをより育てることに注力したといい
ます。日本のモータースポーツを牽引する由良
氏の活躍に今後も目が離せません。

●ムーンクラフト株式会社
〒412-0048　静岡県御殿場市板妻 11 番地の 5

●ムーンクラフトカーズ株式会社
〒410-1308　静岡県駿東郡小山町大御神 213 番地の 3

http://www.mooncraft.jp/

お問い合わせ：エコムスマーケティングチーム
〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町
1-7 スクエア日本橋 3F
tel.03-5652-2393  fax.03-5652-2394

由良拓也氏

宮森茂喜氏

全長 × 全幅 ：1,546mm×570mm

重量 ：11kg

アルミフレーム素材 ：アルミニウム合金 A7N01

ギア ：16 段変速



ラチスパネルは、X型のアルミ押出材を嵌合という方法で連結し積層させてつくります。昨年に比べシャンデリアの照度を上げて、より華やかな印象となりました。
11月7日の点灯式では、コーラスグループに
よる合唱などが披露されました。

レーザー光線を使った光の演出とともに、シャンデリアと
周辺のイルミネーション装飾が一斉に点灯されました。

※1：ラチスパネルは、構造壁として利用することができる1,200mm×1,200mmのパネルです。X型のアルミ押出材をスライスし、嵌合という接合方法で
連結し、積層させていくことでできています。押出材の長さを変えれば、パネルの厚さも変わるので、それにより耐荷重の調整も可能です。

※2：摩擦シートはSUSが独自に開発したシートで、部材と部材の間に挟むことで摩擦力が向上し、過荷重によるズレ、振動によるズレを抑制します。 

パネルとパネルは、アルミ製ジョイント部材で接合されています。また、摩擦係数を上げるため、摩擦シート※2を用いました。（撮影／大沢誠一）

（撮影／大沢誠一）

アルミ・カレント

S
U
S
は
、
今
年
も
2
0
1
5
年
11
月

7
日
〜
2
0
1
6
年
1
月
11
日
ま
で
恵

比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
（
東
京
都
渋

谷
区
）
に
て
開
催
さ
れ
る
「Baccarat 

ETERN
AL LIGH

TS 

|

歓
び
の
か
た
ち 

|

」

の
特
別
協
賛
社
と
し
て
、
世
界
最
大
級

の
バ
カ
ラ 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
展
示
す
る

ア
ル
ミ
製
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛
す
る
の
は

2
0
0
6
年
以
来
10
年
連
続
。
建
築
構

造
材
と
し
て
の
ア
ル
ミ
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
目
的
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
バ
カ
ラ
創
設
2
5
0
年
を
記
念

し
て
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
と
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

が
と
も
に
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン

を
担
当
し
た
の
はGLAM

O
RO

U
S co.,ltd. 

森
田
恭
通
氏
。
コ
ー
ナ
ー
部
を
除
い
た
ア

ル
ミ
構
造
体
（
ラ
チ
ス
パ
ネ
ル
※
1
）
の
色

を
ブ
ラ
ッ
ク
に
変
更
し
、
暗
闇
に
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
が
浮
く
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
初
め

て
の
リ
ユ
ー
ス
に
な
り
ま
す
が
、
以
前
と

比
べ
て
施
工
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
ラ
チ
ス
パ
ネ
ル
を
以
前
よ

り
厚
く
し
た
こ
と
で
構
造
体
の
安
定
性
が

増
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
が
従
来
よ
り
も
大
き
く
な
り
重
心
が
変

化
し
た
た
め
、
パ
ネ
ル
を
厚
く
し
た
こ
と

が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

前
回
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
は
8
回
に
わ
た

り
使
用
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
は
ま
だ
2
回
目
。
今
後
、
ど
れ
だ
け

使
い
続
け
ら
れ
、
組
立
・
解
体
が
容
易
な

ア
ル
ミ
の
優
れ
た
リ
ユ
ー
ス
性
を
実
証
し

て
く
れ
る
か
が
楽
し
み
で
す
。

新型アルミ製ショーケース、初めてのリユース

恵比寿ガーデンプレイス
Yebisu Gardenplace

―歓びのかたち―
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アルミ・カレント

SUSは2015年12月2日から5日まで、

東京都江東区の東京ビッグサイトで開催された国際ロボット展に出展しました。

出展するに当たり掲げたテーマ「MADE IN JAPAN」の下、

SUSの技術力を結集した製品の数々を展示しました。

中でもひときわ目を引いたのが、この春、発売された架台用アルミ構造材ZFと

その発想の源となった木組みです。

この木組みに込められた伝統木造技術とアルミが持つ物理的特性、

そしてSUSがこれまでファクトリーオートメーションの分野で培ってきた

知見が融合することで誕生したのがZFなのです。

SUS アルミ 伝統木造技術

2015国際ロボット展で異彩を放ったZFと木組み

使用する環境に合わせて、必要な強度を満たすフレームをお選びいただけます。

パーツは常温に戻ることで収縮
および膨張し、お互いに結合し
ます。さらに上下からピンを刺
し、強固な構造をつくります。

組み立てる際はジョイントに上
下左右からそれぞれ柱・梁とな
るフレームを差し込み、ボルト
で固定します。

締結されたフレーム。ジョイント
は内部に埋め込まれた形となり
ます。

ジョイントは160℃まで熱した
パーツ（赤）と-60℃まで冷やさ
れたパーツ（青）を組み合わせ
てつくられています。

柱断面サイズ 単位:mm

 サイズ A B C

 40シリーズ 40 40 3.6

 60シリーズ 60 60 3.6

 80シリーズ 80 80 4.9

 100シリーズ 100 100 8.1

梁断面サイズ 単位:mm

 サイズ A B C D

 40シリーズ 30 55 3.6 3.6

 60シリーズ 45 80 3.6 3.6

 80シリーズ 60 100 4.9 4.9

 100シリーズ 80 120 8.1 8.1

■40角から100角まで4パターンのフレーム

梁柱梁柱 柱 梁 柱 梁

ZF100ZF80ZF60ZF40

S
U
S
の
技
術
力

S
U
S
は
工
場
の
生
産
設
備
に
用
い
る

ア
ル
ミ
材
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
生
産
設

備
の
中
で
も
需
要
が
多
い
の
が
架
台
（
機

械
装
置
を
載
せ
る
台
）
で
す
が
、
架
台
に

お
い
て
特
に
問
題
視
さ
れ
る
の
が
接
合
部

の
剛
性
で
す
。
機
械
装
置
が
そ
も
そ
も
持

つ
重
量
に
耐
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
こ
れ
が
繰
り
返
し
発
生
す
る
長
期
的

な
振
動
に
も
耐
え
る
剛
性
が
必
要
な
の
で

す
。
そ
の
た
め
S
U
S
は
こ
れ
ま
で
も
緩

ま
な
い
接
合
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ル
ミ
ボ
ル

ト
ナ
ッ
ト
や
摩
擦
シ
ー
ト
と
い
っ
た
製
品

を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た

び
満
を
持
し
て
発
表
し
た
の
が
Z
F
な
の

で
す
。

ア
ル
ミ
の
特
性

ア
ル
ミ
の
熱
膨
張
係
数
は
23
（
×
10-6
／

℃
）
で
す
。
ス
テ
ン
レ
ス
が
10
・
4
、
鉄

が
12
・
1
、
銅
が
16
・
8
で
す
か
ら
、
建

築
な
ど
で
使
う
金
属
の
中
で
も
ア
ル
ミ

が
い
か
に
熱
に
よ
る
伸
び
縮
み
の
大
き

い
金
属
か
が
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
Z
F
は
こ
の
性
質
を
利
用
し
た

接
合
を
特
徴
と
す
る
構
造
材
で
す
。
片

方
を
熱
す
る
こ
と
で
広
げ
（
約
1
6
0

℃
）、
そ
こ
に
冷
や
し
て
収
縮
さ
せ
た
も
う

一
方
（
マ
イ
ナ
ス
60
℃
）
を
挿
入
し
た
後
、

常
温
に
戻
す
こ
と
で
、
よ
り
強
固
な
接
合

を
実
現
し
ま
す
。

伝
統
木
造
技
術

日
本
の
伝
統
的
な
木
造
建
築
は
、
そ
の

長
い
歴
史
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
・

技
法
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

代
表
的
な
も
の
が
継
手
や
仕
口
で
す
。
木

材
を
継
ぎ
足
し
て
長
さ
を
長
く
す
る
接
合

を
継
手
、
木
材
が
直
交
ま
た
は
斜
交
す
る

接
合
を
仕
口
と
い
い
ま
す
が
、
と
も
に
釘

や
接
着
剤
を
用
い
ず
に
木
材
同
士
を
接
合

す
る
手
法
で
、
外
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
接

合
し
て
い
る
か
ほ
と
ん
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
。

Z
F
は
こ
の
仕
口
の
技
術
を
応
用
し
た
接

合
方
法
。
金
属
の
中
で
も
柔
ら
か
く
粘
り

が
あ
り
、
木
に
近
い
性
質
を
持
っ
て
い
る

ア
ル
ミ
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■温度差約220℃で締め合う剛性ジョイント、挿入方式でフレーム同士をがっちり締結

荷重など上からの力
に耐え水平を保つ梁

さまざまな方向から
力を受け流す柱

■ZFによる装置架台
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増減動
が可能なシステム

t2

単
体
を
地
上
に
設
置
す
れ
ば
、
一
戸
建

て
住
宅
・
ミ
ニ
マ
ル
ハ
ウ
ス
と
、
さ
ら
に
、

別
荘
地
な
ど
で
は
コ
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
複
数
の
t2

の
み
で
、
あ
る
い
は
、

allen

に
よ
る
大
き
な
空
間
を
加
え
て
1
戸

（
軒
）
の
住
宅
、
す
な
わ
ち
、
一
戸
建
て

住
宅
や
集
合
住
宅
の
1
住
戸
を
構
成
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
t2

の
1
ユ
ニ
ッ
ト
は

個
室
と
な
り
、
こ
こ
で
は
、
上
記
の
6
つ

の
基
本
的
行
動
の
う
ち
、「
睡
眠
」、「
活

動
」、「
着
脱
衣
」
が
中
心
で
す
。
他
の
行

動
は
、
個
室
以
外
の
単
機
能
、
複
機
能
の

空
間
で
行
わ
れ
、
す
な
わ
ち
、「
休
憩
」

は
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、「
食
事
」
は
ダ
イ

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、「
清
潔
」、「
排
泄
」
は

浴
室
、
便
所
、
洗
濯
室
な
ど
を
一
体
化
し

た
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
室
な
ど
、
家
族
の
共

用
空
間
で
す
。
さ
ら
に
、
夫
婦
寝
室
も
必

要
で
す
。

t2

ユ
ニ
ッ
ト
は
、
上
記
の
t2

・
プ
ロ

ト
（
フ
ル
装
備
）
タ
イ
プ
に
加
え
、
個
室

に
そ
れ
ら
共
有
空
間
を
加
え
10
種
類
程
度

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
よ
っ

て
プ
ラ
ン
、
設
備
機
器
、
家
具
什
器
の
設

置
の
異
な
る
t2

ユ
ニ
ッ
ト
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
は
、
プ
ロ
ト
（
フ
ル
装
備
）
タ
イ
プ

を
含
め
10
種
程
を
検
討
中
で
す
。

t2

で
構
成
さ
れ
る
住
空
間

t2

は
、「
住
む
た
め
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」

と
し
て
単
数
、
あ
る
い
は
、
複
数
で
、
左

表
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
宅
形
態
を

t2

の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
の
展
開

t2 transfer technology unit

は
、

鴨
長
明
の
方
丈
や
茶
室
か
ら
発
想
を
得
た
、

日
本
経
済
新
聞
に
あ
る
よ
う
な
「
水
回
り

や
ベ
ッ
ド
な
ど
の
生
活
機
能
を
備
え
た
箱

形
」
の
ア
ル
ミ
製
住
宅
で
す
。

す
な
わ
ち
、
t2

単
体
で
、
1
人
の
人
間

が
居
住
で
き
る
空
間
で
あ
り
、
生
活
の
基

本
的
行
動
の
う
ち
6
つ
の
行
動
「
睡
眠
・

休
息
」、「
食
事
」、「
着
脱
衣
」、「
清
潔
」、

「
排
泄
」、
そ
し
て
”学
習
・
自
己
啓
発
・
訓

練
“”自
由
時
間
“と
い
う
「
活
動
」
を
最

低
限
に
果
た
せ
る
、
設
備
機
器
、
家
具
什

器
を
も
つ
工
場
生
産
の
「
住
む
た
め
の
プ

ロ
ダ
ク
ト
」
で
す
。
こ
れ
を
t2

の
プ
ロ
ト

（
フ
ル
装
備
）
タ
イ
プ
と
し
ま
す
。
こ
の

居
住
形
態
の
典
型
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
・
マ

ン
シ
ョ
ン
の
1
室
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

し
か
し
、
08
年
の
総
務
省
・
統
計
で
は
、

都
内
の
空
き
家
数
は
75
万
戸
、
そ
の
用
途

が
賃
貸
で
は
な
く
「
そ
の
他
」
の
数
は
約

19
万
戸
で
あ
り
、
そ
れ
ら
多
く
が
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
老
朽
化
、
放
置
さ
れ
た
空

き
家
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
15
年
2
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
自
治
体
の
強
制

的
な
解
体
、
固
定
資
産
税
の
特
定
廃
止
な

ど
）」
が
施
行
さ
れ
、
空
き
家
の
解
体
に
よ

っ
て
都
心
・
狭
小
宅
地
の
供
給
が
増
加
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

t2

に
よ
る
都
心
立
地
の
4
階
以
下
・
一
戸

建
て
住
宅
の
建
設
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
の
集
合
住

宅
で
す
が
、
不
動
産
業
界
の
常
識
で
は
、

賃
貸
ア
パ
ー
ト
と
し
て
小
規
模
な
間
取
の

住
戸
を
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
は
少
し
大
き

め
の
間
取
を
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は

3
L
D
K
、
4
L
D
K
を
主
に
供
給
し
ま
す
。

ま
と
め
る
と
、
1
（
夫
婦
寝
室
）
D
K
以

上
で
3
D
K
以
下
や
1
L
D
K
以
上
で

4
L
D
K
以
下
と
な
り
、
t2

を
最
小
（
延

床
面
積
は
25
㎡
以
上
）
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
の
3
ユ
ニ
ッ
ト
で
構
成
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
建
築
主

の
多
く
は
、
t2

の
利
用
方
法
と
し
て
考
え

に
く
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供
給

者
で
あ
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
と
っ
て
も
、

そ
れ
ら
の
建
設
に
は
S
R
C
造
や
R
C
造

に
よ
る
安
価
な
構
法
が
普
及
し
、
安
易
に

採
用
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
戸
数

6
2
0
万
戸
強
の
う
ち
、
1
9
8
1
年
の

新
耐
震
基
準
・
施
行
前
、
い
わ
ゆ
る
、
旧

耐
震
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
約
1
1
0
万
戸
で

す
。
さ
ら
に
、
建
築
的
老
朽
化
、
社
会
的

老
朽
化
（
狭
い
、
和
室
が
多
い
間
取
な
ど
）、

そ
し
て
、
経
年
劣
化
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
加

え
る
と
、
そ
の
数
は
1
5
0
万
戸
に
も
近

づ
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
替
え
は
急
務
で
あ
り
、
建
替

え
工
事
中
の
仮
住
ま
い
が
課
題
の
1
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
連
載
名
で
も
あ
る
「
t2

増
減
動
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
t2

の
特
性
か
ら
、
そ
の
仮
住
ま
い
と
い
う
活

用
が
発
想
さ
れ
ま
す
。
t2

の
集
合
住
宅
シ

ス
テ
ム
は
、
建
替
え
工
事
中
の
家
族
に
最

低
限
必
要
と
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の

t2

ユ
ニ
ッ
ト
を
提
供
で
き
、
さ
ら
に
、
省

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
仮
住
ま
い
マ
ン

シ
ョ
ン
を
建
て
替
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷

地
内
、
例
え
ば
、
付
置
駐
車
場
の
上
空
に

建
替
え
工
事
中
3
〜
5
年
間
、
仮
設
と
し

て
建
設
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ま
す
。

t2

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

「
t2

増
減
動
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
」
と
題

し
て
7
回
の
連
載
に
て
、
t2

「
住
む
た
め

の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
が
単
数
、
あ
る
い
は
、
複

数
で
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
住
宅
形
態
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
来
年
、
t2

の
プ

ロ
ト
（
フ
ル
装
備
）
タ
イ
プ
の
販
売
を
始

め
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
住
宅
形
態
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
t2

ユ
ニ
ッ
ト
を
構
成
す
る
ア

ル
ミ
パ
ネ
ル
は
、
1
時
間
耐
火
構
造
（
耐

力
）
外
壁
パ
ネ
ル
を
基
本
と
し
ま
す
。
冒

頭
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
パ
ネ
ル
を
開
発

す
る
の
に
4
年
を
費
や
し
ま
し
た
。
本
号

「ecom
s

ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
事
業
の
展
開
」
に

あ
る
よ
う
に
、
t2

の
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
を
基

に
し
て
、
30
㎜
、
60
㎜
の
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル

を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
蓄
積

さ
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
、
30
分
間
耐
火
構

造
外
壁
パ
ネ
ル
や
、
構
造
（
耐
力
）
外
壁

で
は
な
い
耐
火
外
壁
パ
ネ
ル
な
ど
の
開
発

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
、
t2

の
壁
式
構
造
（
左
図
）
も
可
能

に
な
り
、
30
㎜
、
60
㎜
の
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル

は
間
仕
切
壁
に
利
用
で
き
ま
す
。

本
号
で
の
「
t2

増
減
動
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
」
の
連
載
は
終
わ
り
、
次
号
よ
り
は
、

16
年
に
販
売
を
開
始
す
る
t2

に
関
し
て
よ

り
具
体
的
に
紹
介
す
る
特
集
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
t2

と
そ
の
大
き
な
展
開
に
、
合

わ
せ
て
、
そ
こ
か
ら
創
造
し
た
パ
ネ
ル
事

業
に
も
、
ご
期
待
下
さ
い
。

構
成
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
t2

単
数
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
は
、
都
心
立
地
で
の
ワ
ン
ル

ー
ム
・
マ
ン
シ
ョ
ン
を
典
型
と
し
て
、
さ

ら
に
、
海
山
立
地
、
す
な
わ
ち
、
リ
ゾ
ー

ト
立
地
の
コ
テ
ー
ジ
や
寄
宿
舎
で
あ
る
単

身
者
向
け
の
社
員
寮
、
そ
し
て
、
仮
設
の

作
業
員
宿
舎
と
な
り
ま
す
。
複
数
の
t2

で

構
成
す
る
住
宅
と
し
て
は
、
都
心
立
地
の

4
階
以
下
・
一
戸
建
て
住
宅
や
郊
外
立
地

の
低
層
・
一
戸
建
て
住
宅
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

タ
イ
プ
の
集
合
住
宅
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

11
月
15
日
の
新
聞
発
表
に
対
す
る
問
合

せ
で
は
、
t2

の
都
心
で
の
利
用
や
リ
ゾ
ー

ト
で
の
利
用
に
関
す
る
も
の
が
目
立
ち
ま

し
た
。
前
者
に
関
し
て
は
、
都
心
部
で
の

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
小
規
模
土
地

の
有
効
利
用
で
、
想
定
内
で
す
。
ま
た
、

リ
ゾ
ー
ト
で
の
利
用
に
関
す
る
問
合
せ
も

多
く
、
建
設
作
業
に
不
便
な
立
地
に
お
い

て
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
、
設
置
し
、
電

気
、
上
下
水
道
を
接
続
す
る
の
み
と
い
う

施
工
簡
便
さ
と
、
設
置
後
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー
で
あ
る
点
な
ど
が
、
t2

に
対
す

る
評
価
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

複
数
の
t2

で
構
成
さ
れ
る

住
宅
形
態
に
関
す
る
考
察

一
方
、
複
数
の
t2

で
構
成
す
る
住
宅
形

態
に
関
す
る
問
合
せ
が
な
い
こ
と
は
、「
ア

ル
ミ
製
『
3
坪
住
宅
』、
3
週
間
で
設
置
、

3
0
0
万
円
」
と
い
う
見
出
し
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

その7

t2は、本年１１月１５日の日本経済新聞に「アルミ製『３坪住宅』、３週間で
設置、３００万円」（１６年に販売を始める）と発表しました。１１年秋の開発
着手以来、４年の歳月を費やし、t2 ｔｒａnｓｆｅｒ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ｕｎｉｔが完成しました。

t2は、本年１１月１５日の日本経済新聞に「アルミ製『３坪住宅』、３週間で
設置、３００万円」（１６年に販売を始める）と発表しました。１１年秋の開発
着手以来、４年の歳月を費やし、t2 ｔｒａnｓｆｅｒ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ｕｎｉｔが完成しました。

t2の壁式構造

日本経済新聞  2015年11月15日

表

一戸建て
住宅 集合住宅

寄宿舎

恒久 仮設

都心立地 4層以下 社員寮
シェアハウス

作業員
宿舎郊外立地 ファミリー

タイプ

海山立地 コテージ 保養所

ワンルーム
タイプ

低層

t2「住むためのプロダクト」の展開

ecoms 44 41ecoms 4442



6
0
0
℃
で
の
降
伏
耐
力
が

常
温
規
格
値
の
3
分
の
2
以
上

普
通
鋼
の
高
温
耐
力
は
、
概
ね
3
5
0

℃
で
常
温
規
格
値
の
3
分
の
2
ま
で
低
下

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
火
災
が
起

こ
る
と
、
構
造
部
材
に
要
求
さ
れ
る
耐
力

を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対

し
F
R
鋼
は
高
温
強
度
が
高
い
鋼
材
で
、

具
体
的
に
は
6
0
0
℃
で
常
温
規
格
値
の

3
分
の
2
以
上
の
降
状
耐
力
を
保
証
す
る

鋼
材
を
指
し
ま
す
。
常
温
時
の
性
能
は
普

通
鋼
と
同
じ
で
、
建
築
構
造
用
圧
延
鋼
材

等
の
J
I
S
規
格
と
合
致
し
て
い
ま
す
の

で
、
建
築
構
造
材
と
し
て
何
ら
問
題
な
く

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
1
）。

コ
ス
ト
削
減
＋
工
期
短
縮
＋
デ
ザ
イ
ン

＝
F
R
鋼

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
物
や

市
街
地
に
建
つ
建
物
は
、
階
数
に
よ
っ
て

要
求
耐
火
時
間
を
満
足
す
る
耐
火
性
能
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
2
）。
そ

の
た
め
、
鉄
骨
造
の
柱
や
梁
は
、
要
求
耐

火
時
間
の
間
、
建
物
が
倒
壊
し
な
い
よ
う

耐
火
被
覆
保
護
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
耐
火
被
覆
を
す
れ
ば
、
そ
の
材

料
費
、
作
業
の
た
め
の
人
件
費
が
か
か
る

と
と
も
に
、
工
期
も
余
計
に
か
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
構
造
を
担
う
鉄
骨
を
建
築
デ
ザ

イ
ン
に
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
要
望
も

強
く
あ
り
、
被
覆
の
い
ら
な
い
鋼
材
の

開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

合
金
元
素
の
添
加
に
よ
り

高
温
強
度
の
低
下
を
防
ぐ

鋼
材
を
高
温
に
す
る
と
強
度
が
低
下
す

る
原
因
は
、
原
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き

く
な
る
こ
と
で
、
原
子
間
の
す
べ
り
が
発

生
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
、
強
度
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
は
す
べ

り
に
く
く
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
添
加
す
る
の
が
モ
リ
ブ

デ
ン
等
の
合
金
元
素
で
す
。
モ
リ
ブ
デ
ン

は
高
温
に
な
る
と
炭
化
物
に
な
っ
て
原
子

間
に
析
出
し
ま
す
。
こ
の
炭
化
物
は
鉄
の

原
子
よ
り
も
大
き
く
、
抵
抗
と
な
っ
て
原

子
間
の
す
べ
り
を
抑
制
す
る
役
目
を
果
た

す
の
で
す
。

総
プ
ロ
抜
き
に
語
れ
な
い

F
R
鋼
お
よ
び
耐
火
設
計
の
開
発

こ
の
F
R
鋼
の
誕
生
を
、
建
設
省
総
合

技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
建
築
物
の
総

合
防
火
設
計
法
の
開
発
」（
1
9
8
2
〜

1
9
8
7
／
以
下
、
総
プ
ロ
）
抜
き
に
語

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ

り
、
建
物
の
階
級
に
応
じ
た
一
律
の
防
火

規
定
で
は
な
く
、
建
築
物
の
火
災
条
件
・

設
計
条
件
や
使
用
材
料
の
性
能
に
よ
り
総

合
的
に
建
築
物
の
防
災
安
全
性
を
評
価
す

る
手
法
が
開
発
さ
れ
た
の
で
す
。
火
災
と

い
っ
て
も
一
律
に
鋼
材
温
度
が
上
が
る
の

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
下
で
鋼

材
温
度
の
上
が
り
方
は
異
な
る
と
い
う
考

え
方
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、
あ
る
条
件

の
下
で
は
鋼
材
を
無
耐
火
被
覆
で
建
築
に

使
う
道
が
拓
け
、
1
9
8
8
年
、
新
日
本

製
鐵
が
F
R
鋼
を
世
に
送
り
出
し
た
の
で

す
。
そ
の
後
、
他
高
炉
メ
ー
カ
ー
4
社
も

商
品
化
し
（
現
在
は
合
併
の
た
め
3
社
）、

厚
板
、
H
形
鋼
、
鋼
管
、
角
型
鋼
管
の
ほ

か
、
溶
接
材
料
や
高
温
強
度
に
優
れ
る
高

力
ボ
ル
ト
な
ど
、
建
築
材
料
と
し
て
必
要

な
も
の
を
す
べ
て
供
給
し
て
い
ま
す
。

無
耐
火
被
覆
で
つ
く
る
た
め
に

鋼
材
6
0
0
℃
以
下
を
実
現
さ
せ
る

F
R
鋼
を
用
い
た
第
1
号
の
建
物
は

東
京
都
に
建
つ
新
川
ビ
ル
A
・
B
棟

（
1
9
8
9
年
）
で
す
が
、
こ
れ
は
無
耐
火

被
覆
で
は
な
く
被
覆
厚
を
減
ら
し
た
建
物

で
す
。
こ
れ
は
、
事
務
所
や
店
舗
等
の
一

般
的
な
建
物
で
火
災
が
発
生
す
る
と
、
火

災
室
の
温
度
は
1
0
0
0
℃
程
度
に
達
し

て
し
ま
い
、Ｆ
Ｒ
鋼
の
許
容
温
度
で
あ
る

6
0
0
℃
を
上
回
る
た
め
で
す
。
も
ち
ろ

ん
被
覆
材
料
費
を
低
減
す
る
意
味
で
は
効

果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
耐
火
被
覆
工
事
は

材
料
費
よ
り
も
人
件
費
の
方
が
高
く
な
り

ま
す
の
で
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
な

く
、
耐
火
塗
料
等
、
特
殊
な
耐
火
被
覆
材

を
用
い
る
場
合
を
除
き
、
被
覆
厚
を
軽
減

す
る
た
め
に
F
R
鋼
を
使
用
す
る
事
例
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
無
耐
火
被
覆
の

第
1
号
は
、
北
九
州
市
に
建
つ
飛
幡
ビ
ル

（
1
9
8
9
年
）
で
す
。
こ
こ
で
は
無
被
覆

を
実
現
す
る
た
め
に
鉄
骨
柱
を
建
物
の
外

側
に
出
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
火
災
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
ト
で
は
事
務
所
内
部
の
温
度
が

1
1
5
8
℃
に
も
な
る
の
で
、
柱
を
外
側

に
出
し
た
と
し
て
も
開
口
部
か
ら
噴
出
す

る
火
炎
や
火
災
室
か
ら
の
輻
射
熱
に
直
接

さ
ら
さ
れ
る
と
6
0
0
℃
を
超
え
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
袖
壁
を
設
け
る
こ
と
で

輻
射
熱
の
影
響
を
低
減
し
て
、
よ
う
や
く

鉄
骨
の
最
高
温
度
が
5
4
2
・
5
℃
に
な

る
よ
う
設
計
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

駐
車
場
用
鉄
骨
鋼
材
と
し
て

独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
F
R
鋼

1
9
9
1
年
に
は
初
め
て
の
無
耐
火
被

覆
鉄
骨
の
駐
車
場
が
竣
工
し
ま
し
た
。
駐

車
場
は
、
天
井
等
の
内
装
材
を
施
さ
ず
、

耐
火
被
覆
が
剥
き
出
し
に
な
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
汚
れ
や
脱
落
す
る
と
い
っ
た
問

題
か
ら
、
無
耐
火
被
覆
化
が
求
め
ら
れ
て

い
た
の
で
す
。
こ
こ
で
は
実
際
に
車
を
燃

や
す
実
験
も
行
い
、
そ
の
際
の
鉄
骨
構
造

材
の
温
度
を
調
べ
る
こ
と
で
F
R
鋼
を
用

い
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
以
降
、
F
R
鋼

を
使
っ
た
駐
車
場
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

1
9
9
6
年
に
は
駐
車
場
用
途
に
限
定
し

た
国
土
交
通
大
臣
の
一
般
認
定
を
取
得

し
、
駐
車
場
で
あ
れ
ば
あ
る
一
定
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
で
建
物
ご
と
に
個
別
認
定

を
取
得
せ
ず
と
も
F
R
鋼
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
駐
車
場
は
、
加
熱
源

（
車
）
を
特
定
で
き
、
外
壁
開
口
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー

（
室
内
に
充
満
し
た
可
燃
性
の
ガ
ス
に
着

火
し
、
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
）
に
達
す
る

激
し
い
火
災
の
発
生
を
避
け
ら
れ
る
な

ど
、
F
R
鋼
を
使
う
た
め
の
設
計
条
件
を

単
純
化
で
き
た
の
で
す
。
一
般
認
定
取
得

後
、
許
認
可
手
続
き
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、

駐
車
場
へ
の
Ｆ
Ｒ
鋼
の
採
用
が
加
速
し
、

数
百
棟
の
駐
車
場
に
Ｆ
Ｒ
鋼
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

2
0
0
0
年
の
建
築
基
準
法
改
正
に
よ
り
、

普
通
鋼
を
用
い
た
建
物
の
耐
火
設
計
が

可
能
に
な
る

2
0
0
0
年
の
建
築
基
準
法
改
正
で
耐

火
性
能
検
証
法
が
告
示
化
さ
れ
、
可
燃
物

量
や
開
口
条
件
等
か
ら
算
定
さ
れ
る
火
災

条
件
に
対
し
て
耐
火
被
覆
厚
を
設
定
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本

検
証
法
は
普
通
鋼
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
3
5
0
℃
で
あ
っ
た
許
容

温
度
が
、
最
高
5
5
0
℃（
荷
重
条
件
に
よ

る
）
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従

来
、
要
求
耐
火
時
間
が
3
時
間
の
建
物
等

で
は
、
耐
火
被
覆
厚
を
大
幅
に
薄
く
で
き

る
た
め
、
高
層
案
件
を
中
心
に
本
検
証
法

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
従
来

は
、
可
燃
物
量
の
少
な
い
ア
ト
リ
ウ
ム
等

に
Ｆ
Ｒ
鋼
を
適
用
す
る
場
合
、
当
該
部
分

の
み
耐
火
設
計
を
行
い
、
そ
の
他
の
部
分

は
法
定
の
耐
火
被
覆
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
建
築
基
準
法
改
正
以
降
、
建

物
の
一
部
に
Ｆ
Ｒ
鋼
を
適
用
す
る
場
合
で

も
、
建
物
全
体
の
耐
火
設
計
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
駐
車
場
以
外
の

建
物
に
Ｆ
Ｒ
鋼
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
本
年
6
月
の

建
築
基
準
法
改
正
で
復
活
し
た
38
条
認
定

に
よ
り
、
耐
火
認
定
手
続
き
が
少
し
で
も

合
理
化
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

国
家
規
模
で
英
知
を
結
集
す
る
こ
と
で

耐
火
設
計
が
飛
躍
的
に
進
化

F
R
鋼
は
、
鋼
構
造
の
耐
火
設
計
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
耐
火
設
計
と
い

う
概
念
を
定
着
さ
せ
、
飛
躍
的
に
進
化
さ

せ
た
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
F
R

鋼
の
開
発
、
そ
し
て
そ
の
使
用
方
法
を
検

討
す
る
中
で
、
研
究
者
が
増
え
、
研
究
も

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
F
R
鋼
、

普
通
鋼
と
も
に
研
究
実
績
が
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
き
、

F
R
鋼
開
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
総
プ

ロ
「
建
築
物
の
総
合
防
火
設
計
法
の
開
発
」

の
果
た
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
と

い
え
ま
す
。
近
年
、
活
況
を
呈
し
て
い
る

木
造
耐
火
構
造
物
に
関
し
て
も
総
プ
ロ
の

「
木
質
複
合
建
築
構
造
技
術
の
開
発
」
等
、

国
家
規
模
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
融
点
が
6
6
0
℃
の
ア
ル
ミ
を
耐
火

建
築
物
に
適
用
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
他
構
造
や
他
素
材
と
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
、
激
し
い
火
災
に
直
接
さ
ら
さ

れ
な
い
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ア
ル
ミ
の
耐
火
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
完

全
な
耐
火
ア
ル
ミ
が
で
き
な
く
て
も
、
派

生
的
に
生
ま
れ
る
技
術
が
ア
ル
ミ
の
今
後

に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ecoms 44 43ecoms 4444

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

挑
戦

第 3 回

新日鐵住金株式会社　建材事業部　建材開発技術部　窪田 伸 氏

耐火鋼（FR鋼）の開発と実践をとおして

建築鉄骨構造における
耐火構造技術の変遷

と
び
は
た

ア
ル
ミ
を
建
築
に
用
い
る
際
に
問
題
と
な
る

の
が
、低
い
融
点（
6
6
0
℃
）で
す
。こ
れ
を

い
か
に
克
服
す
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
前
段

階
と
し
て
、鉄
が
い
か
に
高
温
強
度
を
獲
得

し
、ど
う
使
わ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
お
伝
え
し

ま
す
。新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
の
窪
田
伸
氏

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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図2 鋼材の高温強度（降伏耐力）の
比較の模式図
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き
り
と
り

11月15日の日本経済新聞に掲載されたt2に関する記事に対しては、多くの方
から問い合わせをいただきました。反響の大きさに驚くと同時に、t2の情報を
まだまだ伝えきれてないことに反省させられました。連載「t2増減動が可能な
システム」は今号で最終回となりますが、次号からはこの連載とは異なる形でt2

に関する情報を提供していく予定です。t2の紹介をベースにアルミの特性など
もお伝えすることができればと考えています。また、この連載では、皆さまからの
問い合わせに対しても積極的にお答えしていきたいと思いますので、疑問など
ございましたら遠慮なくお寄せください。

2016年 t2の新たな展開

アンケートのお願い
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Q1. ecoms44号をどのように入手されましたか。１つだけ選んで、番号に◯を付けて下さい。
１． 以前より送付されている ２． WEBサイトから申し込んだ ３． 展示会などのイベント会場で
４． お知合いの方より ５． 弊社エコムス営業より ６． 弊社ＦＡ営業より
７． その他（ ）

１． 初めて　　　２． ２冊目　　　３． ３冊目以上　　　４． 1号から読んでいる
Q2. ecoms44号をご覧いただいたのは何冊目ですか。１つだけ選んで、番号に◯を付けて下さい。

Q3. ecoms44号をご覧いただき、興味をもたれた記事を２つ選んで、番号に◯を付けて下さい。
１．ecomsブランドのコミュニケーション・共感
2．デザイニング・NOW　SUS「t2住むためのプロダクト」Competition’15受賞作品発表
3．動く建築15　Sharifi-ha House 4．ecomsアルミパネル事業の展開
5．アルミカレント SUS 25th Anniversary Aluminium Bicycle
6．アルミカレント 新型ショーケース、初めてのリユース  7．アルミカレント SUS×アルミ×伝統木造技術＝ZF 
8．t2増減動が可能なシステム その7 9．テクノロジーの挑戦03　火災に耐えうる建築用鋼材と今後の構造材
10． シリーズ広告：スティーブ・ジョブズ 11．The History of Challenge by ecoms

Q4. エコムスのライフ・プロダクトで関心がある製品はどちらですか。
いくつでも番号に○をつけて、購入を検討されている製品の番号を□に入れてください。

１． GFファニチャー ２． システムシェルフ（HALFタイプ） ３． システムシェルフ（BOXタイプ）　
４． グリッドシェルフ 5． システムウォール 6． Yテーブル 7． クリフベッド 8． アルミステア

関心をもたれた製品のうち、
購入を検討されている製品の番号

Q5. ecomsの製品を購入したり、あるいは、依頼主に推薦したり、検討したりしたことがありますか。当てはまる番号すべてに、◯を付けて下さい。
１． 自宅用として購入した。 ２． 自宅用として購入を検討したことがある。 ３． 会社で購入した。
４． 会社で購入を検討したことがある。 ５． 設計事務所、建設会社などとして依頼主に推薦し、具現化した。
６． 設計事務所、建設会社などとして依頼主に推薦したが、具現化しなかった。
７． 設計事務所、建設会社などとして検討した。
８． 上記以外（ ）

Q6. ecomsの製品で購入したい、その検討したいものがありますか。当てはまる番号すべてに、◯を付けて下さい。
１． 住宅、店舗などの一般建築 ２． 待合室、喫煙ブース ３． イベント、ディスプレイなど
４． 外装材、エクステリア ５． 家具、インテリア ６． アルミ小物 ７． アルミルーバーなど建築部材　　
８． 上記以外（ ）

必要事項をご記入ください

A. 建築業 B. 設計事務所 C. 家具・インテリア D. 製造業
E.  広告・マスコミ F. その他の会社 G. 公務員
H. 主婦  I. 学生 J. その他

ご 職 業

お 名 前

会 社 名

部 署 名

TEL FAX E-mail

ご 住 所
（ 会社 ・ 自宅 ）

〒　　-

（　　　 ）　　 　- （　　　 ）　　 　-

ふりがな 年齢

03-5652-2394FAXの方は ecoms@sus.co.jpスキャンして
メールの方は
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次 号 予 告

「百聞は一見に如かず」。アルミの有効な活用術を発見するには、実際に「モノ」を、
見て、触れて、動かして、ご自身で確かめていただくのがもっとも早く確実な方法です。
そのため、SUS東京事業所にはエコムス・ショールームを併設し、アルミ構造材シリー
ズ、建築システム、建築部材、家具といった「モノ」をリアルに体感いただける場をご用
意いたしました。
ご希望の方は、下記までご連絡（電話・メールとも可）いただき、ご相談の内容、ご都合
の日時をお伝えください。ショールームご見学は予約制です。

エコムス・ショールームのご案内

SUS株式会社 東京事業所 ショールーム
〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町1-7 スクエア日本橋3F
電話番号 ： 03-5652-2393　メールアドレス ： ecoms@sus.co.jp
営業時間 ： 月～金（9:00-17:00）
担当：エコムスマーケティングチーム

いつも『ecoms』誌をご覧いただき、ありがとうございます。
今回の44号はいかがでしたでしょうか。弊社では、今後の『ecoms』誌
の編集や製品開発の参考にさせていただきたく、アンケートのご記入を
お願いしております。ご多忙中、まことに恐縮ですが、左頁アンケートに
ご記入の上、ファックスかメールでお送りください。

アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で5名の方に、SUSオ
リジナル・アルミコースター（6枚セット）をプレゼントいたします。なお、
当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます（プレゼント応
募に限り2016年1月末日締切）。

アンケート・シート 44

■個人情報の取り扱いについて／ご記入いただく情報は、「製品およびサービス並びにそれに関する情報の提供およびご提案」「統計資料の作
成」「製品・サービスおよび利用に関する調査、アンケートのお願いおよびその後のご連絡」に使用させていただく場合がございます。

http://ecoms.sus.co.jpWEB ecomsサイト

Q7. ecoms誌を推奨したいお知り合いがいらしゃいませんか。そのお知り合いのお名前、ご住所をお教え下さい。44号以降をご送付致します。
■ご住所　〒　　　-

■会社名

■お名前
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アルミ建築の可能性・追求

ジャパンホーム&
ビルディングショー 2014

ジャパンショップ
2015

ジャパン ショップ
20 09

建築・建材展
2008

ジャパンショップ
2007

ジャパンショップ
2006

ジャパンショップ
2005

ジャパンショップ
2004

ジャパンショップ
2003

タイ工場
●ルーバー壁　　　
●ダブルスキン屋根

アルミテントハウス
●布材の採用

静岡事業所実験棟
●鉄骨構造体 滋賀事業所

エコムスファクトリー

●buddy

アルミガードハウス アルミの海の家Ⅲ

喫煙ブース 蕨駅NEWDAYS
●アルミパネル構法

フィルパーク赤坂
●allen

バカラショーケース

アルミの海の家Ⅰ

アルミ建築　の量産化アルミ建築のプロダクト化

ecomsの告知ecomsの  認知醸成ecomsブランドの構築
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エコムスホール福島エコムスパビリオン

アルミの海の家Ⅱ

SUS福島工場社員寮

静岡M邸

●sudare

待合室 待合室 待合室待合室

喫煙ブース

待合室

スモーキングキューブ スモーキングハットスモーキングスタンド

アルミ製ホーム上家アルミ製ホーム上家
2008-2013年度
施工実績5棟

254棟
2008-2015年12月

施工実績

喫煙ブース

124棟
2008-2015年12月

施工実績

待合室

●tsubomi

エコムスハウス
●スライス連結　　
●積層構法　　　  
　（ラチスパネル）

●t2

The history of challenge by の挑戦
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エコムスマーケティングチーム　〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町1-7 スクエア日本橋3F　TEL.03-5652-2393  FAX.03-5652-2394

2005 年に iPhone を発表した時、スティーブ・ジョブズはこう語った。

デザインとは、
どのように見えるか、感じるかではなく、
どのように役立つかである。
スティーブ・ジョブズ

iPod、電話、インターネット通信機器。
これらを、3つの別々な機器ではなく
一体化した機器とし、iPhoneと呼ぶ。
今日、アップルは電話を再び、発明した。

Design is not just what it looks like and feels like.
Design is how it works.

An iPod, a phone, and an Internet communicator. 
These are not three separate devices, 
this is one divece, and we are calling it iPhone.
Today, today Apple is going to reinvent the phone, and here it is.

t2(transfer technology unit) は、「住むためのプロダクト」、居住空間を再構築しました。


